
第２章 総合科学部における教育活動 

第１節 学生の受入れ 

１. 現状の説明

（１）アドミッション・ポリシー（求める学生像）

 「広島大学のアドミッション・ポリシー」にのっとり，本学部では，以下に示すア

ドミッション・ポリシーを定め，募集要項，ホームページ及び学部紹介パンフレット

などにおいて公表している。 

本学部は平成 25 年度より１学科１プログラム制に移行したため，新しい教育カリ

キュラムに照らした入学者選抜の見直し，検討が必要となっている。

広島大学のアドミッション・ポリシー（求める学生像） 

○豊かな心を持ち平和に貢献したいと願う人

○知の探求・創造・発展に意欲のある人

○専門知識・技術を身に付け，社会の発展に貢献したい人

○多様な文化・価値観を学び，地域・国際社会で活躍したい人

総合科学部のアドミッション・ポリシー 

【一般入試】 

＜平成 24 年度～平成 26 年度＞ 

 本学部では，豊かな人間的教養を備えると同時に，幅広い知識を統合して問題解

決を図ることができ，国際社会に貢献できる人材の育成を目指しており，次のよう

な学生を求めている。 

①高等学校までの基礎的学力を幅広く身につけ，既存の学問分野の枠を越えて，

より広い視野で世界を見ようと考えている人

②知的好奇心に満ち，自ら問題を発見し，その問題の背景を理解し，問題解決の

道を洞察しようとする意欲を持つ人

③他者を理解し自己を表現できる能力を身につけ，卒業後，地域，社会，国の境

界を越えて活躍できる人

【AO 入試】 

＜平成 24 年度～平成 26 年度＞ 

 本学部では，豊かな人間的教養を備えると同時に，幅広い知識を統合して問題解

決を図ることができ，国際社会に貢献できる人材の育成を目指しており，AO 入試で

は，特に次のような学生を求めている。 

①はっきりとした目的意識を持ち，高等学校までの基礎的学力を幅広く身につけ

た人

②文系・理系の枠にとらわれない，知的好奇心の旺盛な人

③ある分野で特に優れた能力や資質を持つ人
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④他者を理解し自己表現できる能力を身につけ，卒業後，地域，社会，国の境界

を越えて活躍できる人 

 

（２）入学者選抜の実施状況 

 平成 24 年度～平成 26年度の入学生を対象として実施した過去３年間の入学者選抜

の実施状況は，表 2-1-1 のとおりである。年度により若干の志願者数の増減があった

が，各年度とも適切な入学者選抜を実施することができた。 

 

２. 点検・評価 

（１）一般入学試験（前期日程，後期日程）  

１）入学定員について 

１学年入学定員 130 名のうち 118 名（約 90％）を一般入試の募集人員に設定して

いる。そのうち，前期日程の募集人員は 100 名，後期日程は 18 名でそれぞれ文科

系受験者，理科系受験者の受験区分から約半数を合格者となるよう設定している。 

２）志願者数について 

３年間の志願倍率は，年度により若干の増減があったが，受験倍率は各年度の全

ての選抜単位において本学全体の受験倍率を上回っている（表 2-1-2）。 

３）入学者数について 

平成 24 年度は合格者 135 名のうち 126 名，平成 25 年度は合格者 130 名のうち 121

名，平成 26 年度は合格者 136 名のうち 125 名が，それぞれ入学した。 

 

 各年度とも募集人員に対する充足率を満たしているが，平成 26 年度の前期日程に

限り，例年よりも入学辞退者がやや多かったため，充足率が 98％であった。入学辞退

者は，前期日程では２～５名，後期日程では６～７名であった。 

 

（２）AO 入試（総合評価方式Ⅰ型，帰国生入試，フェニックス方式） 

１）募集人員について 

総合評価方式Ⅰ型：入学定員総数 130 名のうち 12 名（約 10％）を AO 入試の入学

定員に設定している。 

帰 国 生 入 試：募集人員を設定せず，若干名で募集している。 

フェニックス方式：募集人員を設定せず，若干名で募集している。 

２）志願者数について 

総合評価方式Ⅰ型：３年間の志願者数は，年度により若干の増減があったが，志

願者倍率は平均 4.5 倍であり，各年度とも本学の同方式の平

均志願倍率を上回っている。 

帰 国 生 入 試：３年間の志願者数は，それぞれ 16 名，５名，９名であった。 

フェニックス方式：３年間，それぞれ０名，１名，２名であった。 

３）入学者数について 

総合評価方式Ⅰ型：３年間とも入学定員の 12 名が入学しており，定員充足率は

100％である。 
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帰 国 生 入 試：年度により増減があるが，３～５名程度の合格者となってい

る。各年度とも１～２名の辞退者が出ている。 

フェニックス方式：平成 24，25 年度は志願者数が少ないこともあり，合格者が

なかった。平成 26 年度は２名合格したが，入学者１名であ

った。今後も志願者数を注視し，志願者数が少ない状況が続

くようであれば，廃止を検討することも必要であろう。 

 

３. 今後の方針 

 少子化のなか，いかにアドミッション・ポリシーにしたがって学生定員を充足してい

くのかについては，全学の動向を踏まえながら，つねに現状を点検・評価し，必要に応

じて大胆な入試制度の見直しも必要となろう。後期日程の一般入学試験での辞退者数が

多い点については平成 21 年度～平成 23 年度の点検・評価においても指摘されており，

固定化傾向にある。本学部の入学定員の約 90％を設定している一般入学試験については，

平成 25 年度に導入された新しいカリキュラム・ポリシーに照らした点検・評価を進めて

いるが，特に，後期日程入学者選抜においての検討・見直しが必要である。国内外での

資格や様々な修学状況等，教育・社会環境の変化に柔軟に対応しつつ，理科系・文科系

からバランスよく学生定員を充足するため，今後，総合評価方式Ⅰ型を含めた，AO 入試

体制の包括的検討も必要と考えられる。 

 現在，オープンキャンパス，ウェブサイト（ホームページ），広報誌『無限への挑戦』，

さらには一日体験入学などを通じて，本学部を理解してもらうように努めている。こう

した努力についても，さらに効果を上げるように検討を加えることが重要である。 
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↕╣╢ ╙ ∆╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢│ ה ─

─ ⅜ ™√╘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ∆╢ │ ↑≡™

⌂™⁹ 

≥∟╠─ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐⅔™≡╙ ☿ⱷ☻♃₈│≢כ ₉
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⌐ ↑≡─ ⅜ ⌂ ≤⌂╢⁹♀Ⱶ╛ ⌂≥⌐⅔™≡ ⅜ ≤

∆╢ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔ ∕─ ╩ ⌂ ⅛╠ ה

∆╢⁹ ⅛╠⌂╢ ─ ╩ ↑╢↓≤≢ ⌐│ ∕─ ⌐ ∫

≡ ╩ ⇔ ⌐ ™꜠ⱬꜟ─ ╩ ↕∑╢↓≤⅜ ↕╣╢⁹ 

    ↓─╟℮⌂ ─ ╩ ⇔≡ )  ╩ ⌐ ⌐

ה ⅜≢⅝╢ ─№╢ )  ─ ─ ─√╘⌐

╩ ≢⅝╢ ─№╢ )  ─ ≤∕╣╩ ∆╢

╩ ⌐ ≢⅝╢ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

    10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐⅔↑╢ ⌂ ⌐≈™≡│ 2-2-1 2-2-10 ─≤

⅔╡≢№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ⇔≡│ 2-2-11 2-2-14 ⌐ ⌐

⌐╕≤╘≡ ⇔≡™╢⁹ 

⌂⅔ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐≈™≡│ ≤ ─ ≢

⅜ ⇔√ ⌐ ∫≡ ╩ ∆╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

     ⱪ꜡◓ꜝⱶ│₈ ₉╩ ╢∆≥♪כ꞉כ◐─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№

╢⁹ ⌂ ⅛╠ ─ ₁╛ ─ ╩ ⅎ√ ₁⌂ ⌐≈™

≡ ─ ─ ╖╩ ⅎ ╩ ⅎ≡ ⌂ꜟ◌כ꜡≈⅛ꜟⱣכ꜡◓

⅛╠ ⌐ ∆╢↓≤╩ ∆⁹ ─ ⌐№∫≡ ⅜ ╪≢

⅝√ ≤ ∕↓≢ ╦╣≡⅝√ ┼─ ⌂ ∕⇔≡ ╩

∆ ⌂ ╩ ℮⁹ 

b)  

     ᵑ ─ ⌐ ↨∆ ┼─ ⌂ ≤ ∕─

╩ ∆╢⁹ 

     ᵒ ─ ╩ ⇔ ┼─ ╩ ∆╢⁹∕─ ⱨ▫כꜟ♪꞉כ

◒ ─◒כ꞉♅כ◘ꜞ ╩ ⌐≈↑ ─ ╛

─ ╩ ⇔ ∆╢ ╩ ⌐≈↑╢⁹ 

      ᵓ ⌂ ─ ≡™≈⌐ⱴכ♥ ╩ ∆╢ ╩ ⇔

≢╙ ∆╢⁹ 

c) ─  

     ╩ ≢™℮₈ ה ₉╩ ⌐≈↑╢√╘─

⌂ ≤ ≠↑≡™╢⁹ ─ ⌐ │ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤ ╩

⌐⇔≡ ╠─ ╩ⱴכ♥─ ∆╢⁹↓─ ≢ ≤ ╩

─ ⌐ ≠⅝ ∆╢⁹∕─ ╕≢⌐ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ↑√

≢ ╩ ∆╢⅜ ─ ≤ 11 ─

⌂≥╩ ∂≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ╩ ∆╢ ╩≤∫≡™╢⁹ 

⌂⅔ √╡─ ─ │ ↑≡™⌂™⁹ 

d) ה ה  
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╢⁹ │ ─╖⌂╠∏ ─ ≢ ⅝≡™╢⁹ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ≢│ ─ ≤ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ⇔ ה ה

⌂≥─ ╛ ה ה ה ה ⌂≥─ ⌐≈™≡

⇔ ╕√☺▼fi♄כ ה ה ▪▫♦ⱷה ה ⌂≥─

⌐ ⇔√ ─ ה ╩ ⌐ ∆╢⁹ ─ ╩ ⇔ ╕√

⇔ ╩ ∆╢ ─ ╩ ≤∆╢⁹ 

b)  

      ᵑ ⌐ ─ ™≡⅝√ ≤⇔≡─ ה

─ ╩ ⇔≡ ≤™℮ ╩ ∕⇔≡ ⌐ ™≡

⅛⌐ ≢⅝╢ ─ ╩ ∆⁹ 

 ᵒ ─ ─ ⌐ ⇔ ╕√ ─ ⌐ ⇔ ⌐ ⅝╢ ≤

⇔≡─ ─ ╩ ↕∑ ↕∑╢⁹ 

 ᵓ ≤⇔≡─ ≤ ─ ╩ ⇔ ⌂ ─ ╩

⇔ ─ ≤ ה ה ⌐ ∆╢ ╩ ⌐≈↑↕∑

╢⁹ 

  ᵔ ─ ─ ╩ ⌐ ↄ√╘⌐ ⌐ ∆╢ ⌐⇔≡

™ ─ ≤ ⌂ ≤√ↄ╕⇔™ ─ ≤ ╩ ℮⁹ 

c) ─  

 ─ │ ⌂™⇔ ≢ ∫≡⅔╡

│ ─ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⌂™⇔ ⌐

⅜ ╩ ™ ↓─ ≢│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢ ⅜ ≤

⇔≡ ╩ ∫≡™╢⁹ 

d) ה ה  

24  11 25  26  10  

24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│₈ ₉╩ ╢∆≥♪כ꞉כ◐─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№

╢⁹ │◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─ ⌂ ≢№╡ ⌐ ╩ ∆╢√╘

─ ≢№╢⁹↓─ ╩ ⌐ ╩ ∂≡ ♪▬♠

ⱨꜝfi☻ ─ ⌂ ╩ ∆╢⁹╕√ ─ ה

ה ה ≤ ≤─ ╦╡╩ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔ ↕╠⌐

╩ ╡ ↄ ה ה ╩ ─ ⅛╠ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐≈↑╢⁹

↓╣╠─ ╩ ∂≡ ≤ ╩ ╡ → ⌐≈™≡─ ™

╩╙∟ ⌐ ≢⅝╢ ⅛⌂ ─ ╩ ≤∆╢⁹ 

b)  

ᵑ ♠▬♪ה ☻ⱨꜝfiה ה ⅛╠ ≈╩ ┘ ∕╣⌐≈™≡ ה╗

ↄה ↄה ∆↓≤─≢⅝╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╕√ ─
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⅜ ↕╣≡™╢ ─ ה ⌐≈™≡ ⇔ ⅔⌐☻כꜙ♬ה

↑╢ ה ⌂≥─ ꜠ⱬꜟ─♥כⱴ⌐≈™≡ ה╖ ה⅝ ה⅝ ∆

↓≤⅜≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

⌐≈™≡│ ╕≢⌐ ╕√│ ╩ ♪▬♠ ☻ⱨꜝfiה

ה ≢│ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

 ᵒ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ⌐∆╢ ─ ה ה ⌐≈™

≡─ ─ ─ ≤ ⌐≈™≡─ ╩ ╘╢⁹ 

 ᵓ ─ ה ⌐ ╦╢ ™ ╩ ∆╢↓≤⁹╕√ ∕╣╠╩

─ ≤ ≢⅝╢ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵔ ה ⌂≥ ⌂ ⌐≈™≡─ ≤ ╩ ╘╢⁹ 

 ᵕ◓꜡כⱣꜟ ⌐ ⅛℮ 21 ⌐ ╣╢ ה ─ ╩ ╡

→╢ ─ ─√╘─ Ᵽꜝfi☻─≤╣√ ה

ה ╩ ⌐≈↑╢⁹ 

c) ─  

 ─ │ ─ ≢ ∫≡™╢⁹

☿ⱷ☻♃כ ⌐ ╩ ⇔≡ ≤ ⇔ ™ ⅔⅔╗⌡∕╣≢

╩ ∆╢⁹√∞⇔ ≤⇔≡ ≢⅝╢ │ ⌐≈

⅝ ╕≢≢№╡ ∕╣╩ ⅎ╢ │ ─ ╩ ≤∆

╢↓≤╙№╢⁹ ⱴכ♥⌐ 11 ⌐ ∕⇔≡ ⌐

╩ ∫≡™╢⁹ 

d) ה ה  

24  19 25  23 26  18  

24   

25   26

   

24  ⌂⇔ 25   26  ⌂

⇔ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ─ ╩ ─

≤ ↕╠⌐│ ─ ≤™∫√

Ⱶ◒꜡⅛╠ⱴ◒꜡꜠ⱬꜟ≢ ⌐≤╠ⅎ ─ⱷ◌♬☼ⱶ╩ ∆╢≤≤╙

⌐ ⌐⅔↑╢ ─ ≤ ─√╘─ ╩ ∆↓≤╩ ⌐ ╠╣

√ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢⁹ ─ ⅎ≡™╢ ─ ↄ│ ≤─ ╦╡─

≢ ⅝≡™╢⁹╕√∕─ ╦╡─№╡ │ ─ ⌂ ≤ ⌐ ┘≈

™≡™╢⁹∕─√╘ ⅛╠─▪ⱪ꜡כ♅∞↑≢│ ≢№╡

⅛╠≤╠ⅎ ∆↓≤⅜ ≢№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ≤

╩ ≤⇔≡

⌂≥─ ─ ╩ ∆╢↓≤≢ ─ ⌐ ⅛
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↔≤⌐ ─ │ ⌂╢⅜ ─√╘⌐ ─

╩ ╖ ∕─ ╩ ⇔√ ≢ Ɽ꞉כⱳ▬fi♩╩ ⇔≡ ∆╢

⌂≥╩ ⌐ ⇔≡™╢ ╙ ™⁹ ⱴכ♥⌐

11 ⌐ ⌐ ╩ ™ ☻ⱳכ♠ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ⌐ ∆╢ ≢ ╩ ∫≡™╢⁹ ⌐│☻ⱳכ♠ ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ─ ─ ╩ ⇔ ─ ⌐ ╣↕∑╢╟℮⌐⇔≡, 

─ ─ ⌐∆╢╟℮⌐ ⇔≡™╢⁹ 

d) ה ה  

24  15 23  10 26  11  

24   25  ⌂

⇔ 26  ⌂⇔ 

24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│₈ ₉╩ ╢∆≥♪כ꞉כ◐─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№

╢⁹ │ ╙ ─ ™ ≢№╡ ⅛≈

╛ ╛ ⌐™√╢ ⌂ ⌐ ⌂ ╩ ⅎ╢

╘≡ ─ ™ ⌂ ≢№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ╩

≤ ─ ⅛╠ ⅎ ⌂ ≤ ╩ ⅎ ⌐ ─ ™

╩ ⌐∆╢ ╩ ℮⁹╕√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ─

⌂≥─ ⌐≤╠╦╣⌂™ ⌂ ≢ ⌐ ≢⅝╢ ה

─ ╕√ ─ ≤ ╩ ─ ≢ ≢⅝╢ ─ ™ ─

╩ ≤⇔≡™╢⁹ 

b)  

  ᵑ ╩ ꜠ⱬꜟ ꜠ⱬꜟ─ ≤⇔≡ ≢⅝╢⁹ 

  ᵒ ⌂ ─ ╛ ╩ ⇔ ⌐ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

  ᵓ ─ ╩ ⇔ ╢⌂≥כ◐ ╩ ↄ ╩ ≈⁹ 

c) ─  

 ─ │ ─ ≢ ∫≡™╢⁹

☿ⱷ☻♃כ─ ⌐ ≤ ⌐ ⇔ ™ ╩ ∆

╢⁹ ≢│ ™∏╣⅛─ ⅜ ─ ─ ⌐

∂≡⅝╘ ╛⅛⌂ ╩ ∫≡™╢⁹ ↔≤⌐◦☻♥ⱶ│ ⌂╢⅜

⌐ ∆╢ ─ ⌐╙ ─√╘─

╛ ─ ╩ ╖ ╪≢∕─ ╩ ∆╢ ⌂

≥╩ ⌐ ⇔≡™╢ ╙ ™⁹ ⌐ ╩ ™

↓─ ≢│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢ ≢ ╩ ℮⁹ ⌐│

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ─ ╩ ≠↑ ─ │

─ ≢│ ╠╣⌂™ ─ ─ ╩ ↕∑╢≤≤╙⌐

╩ ╘╢ ─ ⌐⇔≡╙╠℮╟℮⌐⇔≡™╢⁹ 
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d) ה ה  

24  11 25  12 26  10  

24   

25    

26   ⌂⇔ 

24  25  ⌂⇔ 26  

 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│₈ ₉╩ ╢∆≥♪כ꞉כ◐─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ≢№╢⁹ ⌐⅔™≡│ ⱦ♇◓♦כ♃ ⌂ ╩ ⇔ↄ ⇔

⇔≡™ↄ ⅜ ≢№╢⁹ ╠⅛♃כ♦ ⌐ ⌂ ╩ ╡

⇔ ╩ ⌐ ⇔ ↓╣⌐ ≠™≡ ה ⇔≡™ↄ√╘⌐│

─ ♃כ♦ה ⌂ ╩ ∆╢ ╩№╦∑≡ ┬↓

≤⅜ ≤⌂╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ↓─╟℮⌂ ─ ╩ ≤⇔

≤⌂╢ ─ ╩ ∆╢↓≤⌐╟∫≡ ≤⇔

√ ╩ ∟ ⅛≈ ∆╢↓≤⅜ ⌂ ─ ╩ ℮⁹ 

b)  

 ᵑ ה ─ ╩╙∫√ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵒ ⌐ ™ ה ─ ╩ ∆╢⁹ 

  ᵓ ⌐⅔↑╢ ─√╘─ ╩ ∆╢⁹↓─ │

⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ™√ ≢№╢⁹  

c) ─  

 ─ │ ≢ ∫≡™╢⁹ ☿ⱷ☻

כ♃ ⌐ ─ ╩ ™ ☿ⱷ☻♃כ ─

≢│ ─ ≢♀Ⱶ ─ ╩ ℮↓≤⌐╟╡ ─√╘─

⅜≢⅝╢╟℮⌐⇔≡™╢⁹╟╡⅝╘ ╛⅛⌂ ⅜≢⅝╢╟℮⌐

≤⇔≡ ≢⅝╢ │ ⌐≈⅝ ╕≢≤⇔≡™╢⁹ 12

⌐ ╩ ™ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢ ≢ ╩

∫≡™╢⁹ 

d) ה ה  

24  25  26   

24   25  

 26  

  

24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  
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ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ≤◄Ⱡꜟ◑כ─ ╩ ─fi♩כꜙ♬√⇔

╩ ≤⇔≡ ∕╣ ⌐ ⇔√ ─ ╙ ╡ ╣≈≈ ─

╩ ≢⅝╢ ⇔™ ─ ─ ≤⌂╢ ⅎ ⇔™

─ ─ ⌂≥⌐≈™≡ ∆╢⁹ ⅜ ∆╢ ╛◄Ⱡꜟ◑כ ╩

⇔ ─ ╩ ⌐ ↕∑╢ ≢ ≤⌂╢ ⇔™ ╩

∆╢√╘⌐│ №╢ ─ ╩╟ↄ ═ ∕─ ⅜ ∕─╟℮⌂

╩ ∆─⅛ ⅝∟╪≤ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢─

╩ ⇔≡ ╛ ╩ ⇔ↄ ⇔√ ≢ ╛◄Ⱡꜟ◑כ

⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 

b)  

 ᵑ ┘ ⌐╟╢ ╩ ⇔≡ ⌐ ≠™≡ ≢⅝╢

─ ╛ ⅜ ∆ ⌂≥⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 ᵒ ┘ ≢ √ ╛ ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™

≡ ╛ ⌐╟╡ ↕╠⌐ ⇔√ ╩∆╢≤≤╙⌐ ◖fiⱧ

╩♃כꜙ ™√ ─ ה ┘⌐ ↓╣╠─ ╩╕≤╘√

╛ ╩ ∂ ╛ ╩ ℮ ≢ ⌂ ╩ ⌐≈↑╢⁹ 

 ᵓ↓╣╠─ ╩ ⇔≡ │ ℮╕≢╙⌂ↄ ╛ ─

≢ ─↕╠⌐ ╪∞ ╩ ℮√╘⌐ ⌂ ╩

⌐≈↑╢⁹ 

c) ─  

 ─ │ ─ ≢ ∫≡™╢⁹

⌐ ─ ╩ ⇔ ∕─ ─ ─ ╩╙≤

⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹╟╡⅝╘ ╛⅛⌂ ⅜ ⅎ╢╟℮⌐ ─

⅜ ≢⅝╢ ─ │ ╕≢≤⇔≡™╢ √∞⇔

⌐≈™≡│↓─ ╡≢│⌂™ ⁹ 

d) ה ה  

 24  25  26   

 24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 24  ◘▬◄fi☻ה▬fi◌꜠  

25  26  ⌂⇔ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│₈ ₉╩ ╢∆≥♪כ꞉כ◐─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ≢№╢⁹ √∟ ─ │ ₁⌂ ≢ ╩ ⅎ≡⅝√⅜ ╛∕─

─ ⅜ ⇔ↄ ⇔≡⅝≡⅔╡ ─ ⌂ ─√╘⌐│

≤─ ─ ╩ ╢ ⌐ ╠╣≡™╢⁹∕↓≢ ╩ ∆╢ ה

ה ה ⌐≈™≡ ⅛╠ ─ ≢ꜟכ◔☻⌂₁ ↓╣╠─
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⅜≥─╟℮⌐ ╕╣ ⇔≡⅝√⅛╩ ─ ┘ ≤ ─

─ ⅛╠ ⅛≈ ⌐ ⇔ ≤ ≤─ ⌐≈™≡

№╢═⅝ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≢№╢⁹  

b)  

 ᵑ ─ ≤∕─ ⌐≈™≡ ⅛≈ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐

⌂╢⁹ 

 ᵒ ─ ⌐≈™≡ ─ ⌐╟╢╙─≤ ≤ ─

⌐╟╢╙─≤╩ ⇔≡ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢⁹ 

 ᵓ ≤ ─ ⌐≈™≡ №╢═⅝ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢⁹    

c) ─  

 ─ │ ─ ≢ ≤⇔≡ ∫

≡™╢⁹ ☿ⱷ☻♃כ ⌐ ╩ ⇔ ≤⇔≡ ≢⅝╢

│ ⌐≈⅝ ╕≢≤⇔≡™╢⁹ ─ │ ⌐

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ⇔ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢ ⌐╟╢

╩ ∫≡™╢⁹ 

d) ה ה  

 24  17 25  17 26  12  

 24   

25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ─ ≤ ╩ ⇔ ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ─ ─ ╩ ⌐ ↄ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢⁹ ⅜ →╢ ≈─

─ ≢╙ ⌐ ⌐ ╩⅔™√ⱪ꜡◓

ꜝⱶ≢№╡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐╟╡ ⌐╟╢ ─ ─

╩ ⇔≡™╢⁹ 

b)  

 ᵑ ⅜ →√ ╩ ┘ ⌐ ⇔ ∕─ ╩ ⅛

≈ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ᵒ ⅜ →√ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔ ∆╢√╘─

╩ ∆╢⁹ 

 ᵓ ⅜ →√ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ה ⇔ ─

⌐ ≢⅝╢⁹ 

 ᵔ ⅜ →√ ─ ╩ ⌐ ⇔ ╩ ⅛

≈ ⌐ ∂╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ᵕ ⌂ ⅛╠ ─ ⅎ╢ ╩ ה ⇔ ╩

∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

c) ─  
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 ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢ │ ⌐ ╕≢─ ⌂≥╩

⇔√ ╩ ⇔ ╩ ↑⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ ─

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ┼─ ⅜ ↕╣√ ⌐│

⅛╠ ⅜ ↕╣╢⁹ ─ │

≢ ∫≡™╢⁹ ┘ │ ─ ∆╢ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ≢ ™ ┘ ⌐ ⅎ ∕─ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢ ≢

╩ ∫≡™╢⁹ 

d) ה ה  

 24  25  26   

 24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 24  ⌂⇔ 25  ⌂⇔ 26  ⌂⇔ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 25 ╟╡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

a)  

 ╩ ∆╢ ≢│ ╩

≤∆╢↓≤⅛╠ ⌐ ∆ ─ ─ ╩ →≡™╢⁹ 

ה ─ ╩ ⇔⌂⅜╠ ─ ≢ ↕╣√ ╛ ╩

┬≤ ⌐ ∕╣∙╣─ ⅜ ─ ≤≥─╟℮⌐ ⇔≡™╢⅛╩

≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

ה ≢ ⌐╦√╢ ╛ ─ ≤ ╩ ⇔≡ ∕╣╠─ ≈

√⌂ ╛ ╩╖™∞∆ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

ה ⌂ ⅛╠─ ⌐ ≠⅝ ₁⌂ ╩ ⌐ ⇔ ─

⌐⅔™≡ ⇔ ≢⅝╢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

ה ≤ ─ ה ┘ ⅛⌂ ╩ ⇔ ה ─

┘≤⌐ ∆╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╛ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─ ╩ ∆╢

╩ ∆╢⁹ 

b)  

ᵑ ─ ⌐╕√⅜╢ ⌂ ╛ ─ ╖╩ ⅎ√ ─

⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ╢⅝≢♪כꜞ╩  

ᵒ ™ ≤ ⌂ ⅛⌂ ╩ ⌐ ⇔™ ─ ╩

∆↓≤─≢⅝╢  

ᵓ ⌐ ⌂ ╩ ⅝ ⌂ ⅛╠ ⇔™ ה ⌐ ≢

⅝╢ ה ⌂  

ᵔ ה ┼─ ≤ ╩ ╘╢≤ ⌐ ─ ╩ ⌐

∆╢↓≤⌐╟╡ ≢ ≢⅝╢ ⌐№┤╣√  

c)  

 25 ╟╡ ↕╣√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ™╕∞ ╩ ∫≡™

⌂™⅜ ╕≢⌐ ₈ ┼─™↨⌂™₉≤₈ ₉

─ ≤ 80 ╩ ╖≢№╢↓≤╩ ⌐ ∆╢ ─

≤─ ╩ ∂≡ │
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─℮ⅎ ⌐ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√

⌐ ⅎ ─ ╩ ↑ │ ⅜

╩ ∆╢ ⅛╠ ∆╢↓≤≤⇔≡™╢⁹↓╣╠⌐╟╡

⌐╟╢ ⌂ ⅛╠ ─ ╩ ℮≤≤╙⌐ ─ ≢

╣⅜∟≤⌂╢ ─ ⌐╙ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

d) ה ה  

     ⌂⇔ 

 

ה .  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ⌐ ╠⌂™ ─ ─╙≤≢ ╩ ⇔

─ ≤ ─ ─ ╩ ↑ ⌐╟╢ ╩

∑≡ ∫≡™╢⁹↓─ │ ⅛╠ ⇔≡™╢╙─≢ ─ ╩ ≈─

⌐ ⌐ ∫≡™╢⁹ │ ⌐│∆≢⌐ ╩ ⇔

⌐ ╩ ⅎ╢ ⅜№╢√╘ ⌐ ↄ⅛╠ ⇔≡⅔╡ ─

─ ╩ ≈↓≤⅜≢⅝≡™╢⁹ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ │ ⅜ ≢№╡ ∕─ ─ ↕⅜

⌐╙ ↕╣ ⌂ ╩ ≈ ─ ╛ ⌂ ╩╙≈ⱪ꜡◓

ꜝⱶ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌂≥⌐╟╡ │ ה ╩

⇔≡™╢⁹ │ⱴכ♥─ ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒ ─ ⅜ ╩ ≤⇔≡

℮ ╟╡╙ ™⅜ ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒╩ ≤∆╢ ⌐⅔™≡╙

⌐╟╢ ─ ⌂≥⅜ ↕╣≡™╢⁹╕√ │ ─

⌂≥ ─ ⌐ ⌐ⱴכ♥╢∆ ⅜ ╕╢ ⅜№╢⅜ ⌐ⱴכ♥

∆╢ ─ ╩ ∆╢⌂≥ ™ ╩ ∫≡ ∆╢╟℮⌐

⅜⌂↕╣≡™╢⁹╕√ ⌐ ∆╢ ≢│ ╩ ≤∆╢╙─

≤▪☺▪∕─ ─ ╩ ≤∆╢╙─≤─Ᵽꜝfi☻╙ √╣≡™╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-15 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-16 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ │ ╒≤╪≥─

⌐⅔™≡ ה ╩ ⅎ╢ ╩ ⇔≡⅔╡ ⌐

─ │ ⌐ ™⁹ │ ≤ ─ ⌐ ∆╢

╙─≢№╡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ↔≤─ ≤ ₁ ⌐╟╢ ─

⅜ ╣√╙─≢ ╕√ │ ⌐≈™≡─╙─≢№╡ ₁

⅜ ≤ ∆╢ ╩ ↄ∆╢╟℮ ⇔ ≢╙ ⌂

╩ ⅜↑√ ⅜ ╣√╙─≤ ╦╣╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-17  2-2-18 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 26 ─ ─
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b) ∆═⅝  

i) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

⌐╟╢ ▪fi◔כ♩≢│ 24 26 ╕≢─ ─▪fi◔

♩כ │ ⌐╟╡┌╠≈⅝│╖╠╣╢⅜ ⌐ ╛ ─

╖≢№╢⁹╟╡ ╩№→≡™ↄ√╘⌐ ₁─ ─ ─ ≤ ⌐

─ ⌐╟╢ ─ ─ ⅜ ╕╣╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ≢│ ≤≤╙⌐

┘ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√ ╛ ⌐╙ ╩

⇔≡™╢⁹↓─↓≤⌐╟∫≡ ⌂ ⅜ ↄ ↕╣≡™╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-23 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-24 ⌐ ↕╣≡™╢≤⅔╡ ⌐⅔™≡ 24 25 ⌐⅛

↑≡ ה ─ ╟╡╙ ™ ⅜╖╠╣√⁹ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─

≢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ∆╢ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-25  2-2-26 ⌐ ↕╣≡™╢≤⅔╡ 24 26 ─ ─╒

≤╪≥⅜ ∟⌐ ⌂™⇔ ╩⇔ ─ │ ≢№╢

≤ ⅎ╢⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-24 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ─ ≤ ≤─ ≠↑

⌐≈™≡ ⅜ ה ≤ ⇔≡ ™⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⅜

⌐≈™≡ ╩ ∟ ╕≢ ⌐ ≤⇔≡─ ─

─ ה ™⌂≥╩ ⌐ ⇔≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣≡™╢⁹ 

ii) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩≢ ╠╣╢ ≤⇔≡│

⇔√ │◦ꜝⱣ☻⌐ ∫≡™╕⇔√⅛ ─ ⅜ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ⇔

≡™╢ ה ─ ≢ ─ ╩ ∫≡™√⁹↓─ ⌐≈™≡│

◦ꜝⱣ☻⌐ ∆╢ ─ ⅎ ─ ™⅜ ↕╣≡™╢ ╙№╢⅜

⌐№╢ ╕√≥─╟℮⌂ ⌐ ≈⌐∑╟ ⌐ ∆╢ ╩

∫≡™╢↓≤│ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™≤ ⅎ╟℮⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ─╟℮⌐ ≢│ ⱴכ♥ ╩ ∫≡™╢⁹ ─
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⌐╟╡ ╠╣╢ │ ⅜ ⌂ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi≤

⌐ ≠™√ ╩∆╢√╘─ ≤ ╩∆╢↓≤≢№╢⁹ ⌐⅔↑╢

│ⱴכ♥ ╩ ⌐

≤™∫√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤│ ⌂╢ ⌐╙ ╪≢™

╢⁹↓╣│ ⅜ ─ ≤∆╢ ה ╩ ⇔√ ╣≤ ⅎ

╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-27 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-28 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ │⅔⅔╗⌡ ≢№╢⁹ 24

⌐ ═ 25 ─ ⅜ ⌐╦√∫≡ ⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹

⌐ ⌐ ⇔≡ 25 ה ≤╙⅛⌂╡ ™ ╩ ≡™╢≤

™℮↓≤│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ ∆╢ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ∆╙─≤

╦╣╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-29  2-2-30 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 26 ─ ─╒

≤╪≥⅜ ∟⌐ №╢™│ ╩⇔ ─ │ ≢№

╢≤ ⅎ╢⁹ ⌐ ∆╢ ה ─ ╙ ₁⌐≢│№╢⅜

⇔≡⅔╡ ≤⇔≡ ╕⇔™ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

─ ⅜ ─∕╣⌐ ═≡ ⌐ ↄ⌂∫≡™╢─

│ ─ ⅜№╢⁹ 

ii) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

⌐╟╢ ▪fi◔כ♩─ │⅔⅔╗⌡ ≢№╢⅜ ⌐╦√

╡↕╠⌂╢ ⅜ ╕╣╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ─╟℮⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ─ ⌐ ⅛

╠▪ⱪ꜡כ♅⇔ ╩ ⇔ ⌂ ╩ ℮ ╩ ∆╢↓≤

╩ ⇔≡™╢⁹ │ ↓─ ╩ √∆√╘⌐ PBL ╩ ∆╢≤≤╙

⌐ ┘ ⌐⅔™≡ ◄ⱦ♦fi☻⌐ ≠™√

╛ ⌂ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩ ℮╟℮ ⇔≡⅝√⁹↕╠⌐ ↓╣╠─

≢│ ─╖⌂╠∏ ╙ ⇔ ⌐ ⌐ ╦╢↓

≤╩ ≠↑╢≤≤╙⌐ ⌐╙ ╦╢╟℮ ┘⅛↑≡™╢⁹↓╣╠─

│ ≤ ─╖⌂╠∏

⌂≥─ ⌐╦√∫≡⅔╡ ╠─

─ ─ ⌐ ╣╢≤≤╙⌐ ─ ─ ╩ ↑╢↓≤⌐╟

∫≡ ╩ ⌐≈↑╢↓≤⅜≢⅝√⁹↕╠⌐ ≤ ⌐
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∆╢ ⌐⅔™≡ ╩ ╘╢꜠ⱳכ♩⌐ ⇔≡⅝╘ ╛⅛⌂

╩ ℮↓≤⌐╟∫≡ ⌂ ─ ≤ ≤⇔√ ─

⅝ ╩ ⇔≡⅝√⅜ ≢│↕╠⌐ ⅛⌂ ╩ ∫≡⅝√⁹

↓─╟℮⌂ ╖ ⌡≡⅝√ ⌐╟∫≡ ─ │ ⌐

⅔↑╢ ╩ ⌐ ∆╢√╘─ ╩ ⌐ ⇔√ ╘≡ ↕╣

√ ⌐ ⅜∫≡⅔╡ ⌂ ╩№→≡™╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-31 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-32 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ▪fi◔כ♩⌐⅔™≡

╛ ≤ ═≡ ⅛ ™ ╩ ≡™╢⁹ ⌐╟∫≡┌╠≈

⅝│№╢⅜ ─ 25 ⌐│ ─∆═≡⌐≈™≡

≤ ─ ╩ ∫√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐⅔™≡ ═√╟℮⌐

ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ →╢ ╩ ∆╢√╘⌐ ╛ ╩ ⇔≡

⅝╘ ╛⅛⌂ ╩ ∫≡⅝√⁹↓─╟℮⌂ ─ ⌂ ⅜ ⌐

ↄ ↕╣√╙─≤ ╦╣╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-33  2-2-34 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 26 ─ ─╒

≤╪≥⅜ ∟⌐ №╢™│ ╩⇔ ─ │ ≢№

╢≤ ⅎ╢⁹ 

iv) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 21 23 ⌐ ∆═⅝ ≤⇔≡№→√₈

⇔√ │ ◦ꜝⱣ☻⌐ ∫≡™╕⇔√⅛ ┘

⌂≥│ ─ ⌐ ∟╕⇔√⅛ ─ ⅜ ⱪ

꜡◓ꜝⱶ≢ ⇔≡™╢ ╩ ⇔≡ ™ ⌐№∫√₉≤™℮ │

24 ↕╣√⁹ ≢─ ⅜ ╩ ⇔√ ≤

ⅎ╠╣╢⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ─ ⌐≈™≡  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ┘ │ ⌐ ⇔≡

─ ⅜ ™ ⅜№╢⁹ 26 ⌐│ 29 ─ ⌐ ⇔

│ ≢№∫√⁹∕╣∙╣─ ⌐≈™≡ ╩ ╡ ≡╢─≢

─ │ ⌐ ↄ⌂∫≡™╢⁹↓─╟℮⌂ ⅜ ⌐ ↑┌

─ ⅜ ∆╢ ╙№╢⁹↓─ ⌐≈™≡ ≢ ╩ ∂

╢ ⅜№╢⁹ 

 

☻ⱳכ♠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ─╟℮⌐ ≢│ ⱴכ♥ ┘ ╩ ℮↓

≤╩ ⇔√⁹ │ ─ ≢ ⌐ ≠™√ ╛ ⌂ⱪ꜠♀
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fi♥כ◦ꜛfi╩ ℮↓≤╩ ╘╠╣╢⁹↓╣╠─ ⌐│ │╙≤

╟╡ ┘ ⌐╙ ⇔ ⌐ ⌐ ╦╢╟℮ ┘⅛↑

√⁹↓─╟℮⌂ ╖ ⌡─ │ ₁ ₁⌐≢│№╢⅜ ─ ⅜

↕╣≡™ↄ ╩ ╪≢™╢⁹ ⌐⅔↑╢ │ Ᵽ▬○

ⱷ◌♬◒☻ ≤ ⌐ ╪≢⅔╡ ⅜ ≤

∆╢ ≤│ ⌂╢ ─ ⌐ ╣ ╕√ ─ ⅛╠ ╩ ↑╢

↓≤⌐╟∫≡ │ ה ╩ ⇔≡™╢⁹↓─↓≤│ ─

⌂◒כ♬ꜚ™⌂╣╦╠≥⌐ ⌐ ╣≡™╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-35 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-36 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ─ │ ⅔⅔╗⌡

≢№╢⁹ │ ─ ⌐ ∆╢╙─≢№╡ ╛

╩ ⇔√ ⅜ ╣√╙─≤ ╦╣╢⁹╕√ │ ⌐≈™

≡─╙─≢№╡ ♀Ⱶ⌂≥╩ ⇔≡ ≤ ∆╢ ╩ ╛∆╟℮ ⇔√

⅜ ╣√╙─≤ ╦╣╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-37  2-2-38 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 26 ─ ─╒

≤╪≥⅜ ∟⌐ №╢™│ ╩⇔ ─ │ ≢№

╢≤ ⅎ╢⁹ 24 │ ≢⅝⌂⅛∫√⅜ ⌐│

⇔√⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-36 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 ┘ 25 ⌐⅔↑╢

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩≢│ ≤ ─ ⅜

╛ ⌐ ⇔≡╛╛ ™ ≢№∫√⁹√∞ ▪fi◔כ♩─ ⅜

™─≢ 24 20 18 25 14

▪fi◔כ♩ │ ≤ ⅎ≡™╢⁹ 

ii) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 21 23 ─ ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩⌐⅔™≡ ⅜ ™

⌐№∫√ ⌐≈™≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ∆╢ ─ ⅜

╠╣√ 25 ⱪ꜡◓ꜝⱶ 1.8 2.0 2.2

26 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ 2.5 2.0 2.3 ⁹

ה ⌐⅔™≡╙ ⌐ ∆╢ ─ ⅜ ╠╣

√⁹ ─ ⌐ ∆╢ │⅔⅔╗⌡ ≤ ╕√│

™ ╩ ⇔√⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠ ч)≤ ▪fi◔כ♩─ ⅜ ™

24 26 ─ 19 ↓≤╙№╡▪fi◔כ♩ │ ≤

∆═⅝╙─≢№╢⁹ 

ч) הш)≤╙⌐ ⅝ ⅝ ⅜ ⅛∫√ ⌐≈™≡│ ∆╢

⅜№╢⁹╕√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ FD ╩ ⇔ ─ ╩

∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ ⌐ ▪fi◔כ♩ ─ ╩ ╘╢√╘⌐
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▪fi◔כ♩ ─ ⅜ ≢№╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ⌐ ∆╢ │ ─ ─ ╩ ⌐≈

↑╢≤≤╙⌐ ↔≤ №╢™│ ⌐ ≢ ↕╣╢

╛ ≢ ⌐ ≠™√ ╛ ⌂ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛ

fi╩ ℮ ╕√ ─ ╩ ∆╢ ╩ ⌐ ╪≢™

╢⁹↓─╟℮⌂ ─ ≢ │ ─ ≢ ∆╢ ╩ ∆

╢↓≤≤⌂╢⁹ ─ ─ ╩ ⌐ ∆←⌐

╩ ℮ ╙ ™⁹╕√ ╩ ╪∞ ─ ╙⅔⅔╗⌡

≢№╢⁹↓╣╠│ ⌐ ∆╢ ≢ ⌐≈↑√ ╩ ─

≢™⅛╪⌂ↄ ≢⅝√ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ ⌐⅔↑╢

│

Ᵽ▬○▬fiⱨ◊ⱴ♥▫◒☻ ⌂≥ ─ ₁⌂

⌐ ╪≢⅔╡ ⅜ ≤∆╢ ≤│ ⌂╢ ─ ⅛╠ ╩ ↑

╢↓≤⌐╟∫≡ │ ה ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-39 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-40 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ │ ⅜

⅛∕╣ ─ⱳ▬fi♩≢№╡ ⅔⅔╗⌡ ≢№╢≤ ≢⅝╢⁹↓

╣╠─ │ ⅜ ╩ ⌐ ⇔ ₁─ ⌐ ⅛⇔≡

™╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-41  2-2-42 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 26 ─ ≡─

⅜ ∟⌐ №╢™│ ╩⇔≡™╢⁹ ⌐ │ ⅛╠─

⌐╙⅛⅛╦╠∏ ─ ↄ ≢№╢≤ ⅎ╟℮⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 ⌐ ─ ⅜╖╠╣╢╙── ⌂ │ ╘╠╣⌂™─≢

⅝⌂ │⌂™╙─≤ ↕╣╢⅜ ™≡ ⅎ┌ ─ ⅜

™ ⅜№╢⁹↓╣│ ⅜ ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ℮ ≢№╢

─≢ ╩ ⌐ ↕∑╢╟℮⌂ ⅝⅛↑⅜ ≢№╢⁹ 

ii) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩≢│ ≢ ─ │№╢╙── ⅔

⅔╗⌡ │ ─ ─╙─⅜ ╩ ╘ ⌐ ⅝⌂

│⌂™⅜ №⌂√│ ה ⌐≥─ ─ ╩ ™╕⇔√

⅛ ─ │ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⅜ ⌂⅜╠╛╛ ™ ⌐№

∫√⁹↓─ │ ≢ ╩ ⇔ ≢─ ╩ ╘╢√╘⌐╙
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╩ ⌐ ╦∑╢╟℮⌐ 26 ⅛╠│ ⌂ ╩ ∫√⁹

⌐│ ™ↄ≈⅛─ ≢ ─ ─ ⌐ ╩ ∆╢ ≢ ♥

☻♩╩ ╡ ╣╢ ╖╩ ∫√⁹ 

iii) ┼─ ⌐≈™≡ 

 ─ ≈ ⌂ ⌐ ╖ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡│ ⅝ ⅝

⌐ ⇔≡↕╠⌐ ─ ╩ ↕∑╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ ⌂

│ 24 64% 25 50% 26 90%≤⌂∫≡

™╢⁹⇔⅛╙ ⅜ ╩ √⇔≡™╢↓≤│ ⅜ ה

⌐ ┘≈™≡™╢╙─≤ ⅎ╠╣ ┌⇔™ ≢№╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ≢│ ┘ ╩ ℮↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ ⌐

│ ─ ≢ ⌂ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi ─ ╛ ⌂ ┘

⅜≢⅝╢↓≤╩ ╘≡™╢⁹╕√ ─ ≤ ─

─ ╩ ⌐ ℮↓≤⌐╟╡ ∞↑≢⌂ↄ

⌐╙↓╣╠─ ⌐ ⇔ ⌐ ⌐ ╦╢╟℮⌐ ⇔≡™╢⁹

⌐⅔↑╢ │ ⌐ ∆╢ ≢№╢⁹

↓╣╠─ ─ ─ ╩ ↄ ∆╢⌐│ ꜠ⱬꜟ─ ≢│

⌂↓≤╙ ™√╘ ⌐≤∫≡╟╡ ≢ ╩ⱴכ♥⌂ ∆╢

⌂≥─ ╩ ∫≡™╢⁹╕√ ─ ⅛╠ ╩ ↑╢ ╩ ↑╢

↓≤⌐╟∫≡ ≤ ╩ ⇔√╟℮⌂ ╙ ╦╣≡™╢⁹

⌐ ⌐ ╣√ ╩ ⇔√ ⌐│ ⅜ ∆╢ ⌐

∆╢ ╙ ∫≡™╢⁹ 

⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-43 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-45  2-2-46 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 ┘ 25

─ ─╒≤╪≥⅜ ∟⌐ №╢™│ ╩⇔≡⅔╡ ─

│ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠ 24 ⌐ 26

⌐ ─ ⅜ ⌐ ╕∫≡⅔╠∏ ─ ⅜ ╕╣╢⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-44 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ╛ ⌐╟∫≡ ⌂∫≡⅔╡

─ ⅜ ⅝ↄ ⌐ ∆═⅝ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⇔™ ⌐№∫

√⁹∕╙∕╙ ▪fi◔כ♩≢│ ⅜ ⌂ↄ │≡⇔≥♃כ♦

╡ ╩ √⌂™√╘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ≤─ ╩

⇔ ─ ─ ╩ ⇔≈≈ ⌐ ≡╢ ⅜№╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

-32-



 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ─ │ ─ ⌐ ╦╢╙─ ◖fiⱧꜙכ♃╩

⇔√ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ╛♁ⱨ♩ⱴ♃כ⌐ ∆╢ ⌂≥

₁≢№╢⅜ ↓╣╠│™∏╣╙ ⅜ ↄ ה ≢ ↕╣√

╙─╛ ≤⇔≡ ↕╣√ ╙№╢⁹↓─╟℮⌂ ─ │

⅜ ∆╢ ╩ ≤⇔√↓≤⌐╟∫≡ ≤⌂∫√ ⅝

╘ ╛⅛⌂ ─ ≢№╢⁹╕√ ≤ ─ ∆═≡⌐

♩fi♃☻◦▪ה◓fi♅כ▫♥√⇔ ≤─ ╙ ⌐ ⇔≡™

╢⁹ ─ ∞↑≢⌂ↄ ─ ╩ ™≡ ─ ⌐ ╤

℮≤∆╢ ─ ⌂ ╙ ╦╣≡⅔╡ ∕↓⌐│ ה

ה ╩ ⇔√ ╩ ⅛╠ ⇔≡⅝√↓≤─ ⅜ ╣≡™

╢≤ ⅎ╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-47 ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-49  2-2-50 ⌐ ⇔√╟℮⌐ ┼≤ ∆╢ ⅜

ↄ 24 26 ─ ─℮∟ ⅜ ⇔≡™╢⁹↓╣│

─ ™ ─ ╣≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 

iii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-48 ⌐ ⇔√╟℮⌐ , ─ │ ─ ⌐ ═

≡ ↄ ≢№╢⁹ │ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ ∆╢ ⌐ ∆╢╙

─≢№╡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢↓≤╩

↑≡™╢⁹ │ ●▬♄fi☻╛ ⌐ ∆╢╙─≢№╡ ♅

╛כ♃כꜙ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜ ↄ ╣≡™√↓≤ ┘⌐ⱪ

꜡◓ꜝⱶ ●▬♄fi☻⌐⅔↑╢ ⅜ ≢№∫√↓≤─ ≢№╢≤ ╦╣

╢⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-48 ⌐ ⇔√╟℮⌐ , ≤ ⇔≡ ─

⅜ ™↓≤⅜ ≈⁹ ⌂ │ ┘ ─ ⌐╙ ╠╣╢⁹↓

─↓≤│ ⅜ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╛ ╩ ⌐ ⇔≡

™⌂™↓≤╩ ⇔≡⅔╡ ∆═⅝ ≢№╢⁹ 

 ⌂⅔ ▪fi◔כ♩│ ⅜♃כ♦ ⌂ↄ ─ ≤⌂╡ⅎ⌂™√╘

─ ≤─ ╩ ⇔ ⌐ ≡≡™╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ─ ≢│ ╩≤∫≡⅔╡ ⅝╘ ⅛™ ╩ ∫≡™╢⁹

⌐ ↕╣╢ ╩ ≤∆╢ ≢ ↕╣╢ ⱪ꜡◓

-33-



 

ꜝⱶ⌐⅔™≡ │ ™ ─ ⅛╠ ╕√ ⅛╠ ה

╕≢ הⱴכ♥⌂₁ ─ ⌐ ╡ ╗↓≤⅜ ≢№╢⁹

│ⱴכ♥─ ה ה ─ ה ה

◄Ⱡꜟ◑כ⌂≥

⌐╦√∫≡™╢⁹ │ ─ №╢™│ ─ ⌐⅔™

≡ ♃כ♦ ⌂≥ ⌐ ╡ ╖ ⌂ ╛

⌂ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ╩ ∫≡™╢⁹↕╠⌐ ─

≤⇔≡ ↕╣╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐╟╢ ⌐⅔™≡

─ ⅛╠ ╩ ↑╢↓≤⌐╟╡ ה ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 ⌂⅔ ─ ─♃▬♩ꜟ │ 2-2-51 ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

ii) ה ⌐≈™≡ 

ה2-2-53   2-2-54 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ 24 26 ─ ─╒

≤╪≥⅜ ∟⌐ №╢™│ ╩⇔ ─ │ ≢№

╢≤ ⅎ╢⁹ 

iii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-52 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ☿ⱷ☻♃כ⌐╟╡ ─

╙№╢⅜ ⅔⅔╗⌡ ≢№╢⁹ │ ⅜№╢⌂⅛≢

─ ⌐╟╡ ∆╢

ה ⌂≥╩ ∂≡ ⌐ ≢№╢ ≤⇔≡

∆╢ ╩ ∆↓≤⅜≢⅝√╙─≤ ╦╣╢⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 2-2-52 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ─ ⅜ ┘ ─

≤ ═≡ ™ ⁹√∫№⅜כ♃☻ⱷ☿ה , ⌐●▬♄fi☻╩

⇔≡, ╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

ii) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩≢│ №⌂√│≥─ↄ╠™

∑∏⌐ ⌐ ⇔╕⇔√⅛ ┘ №⌂√│ ה ⌐≥─ ─

╩ ™╕⇔√⅛ ─ ⅜ ┘ ─ ≤ ═≡ ™☿ⱷ☻♃כ

⅜№∫√⁹ ─ ╛ ─ ⌂≥ ≢ ╩⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ─ 10 ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤ ═ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

≢│ ⌐⅔↑╢ ─ ⅜ ↄ⌂╢⁹ 2-2-55 ⌐№╢ ⅛

╠╖╢ ╡ ∏⇔╙ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌂╠≢│─ ⌐ ╩╖⌂™ ⌂

≢№∫√≤│ ™ ™⅜ ─ ⅛╠│ ⅔⅔╗⌡∕─

⌂ ⌐ ™ ⅜ ⅎ╠╣≡™╢⁹ 

ii) ה ⌐≈™≡ 
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ה2-2-56   2-2-57 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐ ∟⌐ №╢™│

╩⇔ ─ │ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 

iii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 ▪fi◔כ♩─ ⅜ ⌂™√╘ │♃כ♦ ⇔⌂™⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐≈™≡ 

 ∆≢⌐ ═√╟℮⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ╠ ╩ ⇔ ─

╖╩ ⅎ√ ─ ╩ ∆╢╙─≢№╡ ∕─ ≢│ ─

⌂ ≢№╢≤╙ ⅎ╢⁹∕╣⌐╙⅛⅛╦╠∏ ─╟℮⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

⌐ ⇔╟℮≤∆╢ │ ╘≡ ⌂™⁹ 

 ╕√ ⅜ ⅛∫√ 26 ─ ⅛╠╙ ─ ⅜

≡™⌂™⌂≥ ─ ╛ ─ ≤│ ⌐ ⌂⅛⌂⅛ ╩№→╠

╣⌂™≤™℮ ╙╕√ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔ה♩כ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

     ▪fi◔כ♩─ ⅜ ⌂™√╘ │♃כ♦ ⇔⌂™⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 25 ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

a) ⅜№⅜∫≡™╢  

i) ⌐≈™≡ 

      ⱪ꜡◓ꜝⱶ │ 26 ≢ ╕≢≢№╡ ∆╢ │

⌂™⁹ 

ii) ⱪ꜡◓ꜝⱶ ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 26 ₈ ⌐⅔↑╢ ≤∕─ ⌐ ∆╢

₉⌐ ↕╣≡™╢ 1-1 5-1 5-2 ⌐ ⇔≡│ ™∏╣╙ ─

₈ ⌐ ∆╢₉─ ≢№╢ 2-2-60 ⁹ ─ ⌐≈™≡│ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ ⅜ 26 ≢ ╕≢≢№╢─≢ ⇔⌂™⁹ 

≤≤╙⌐ 2-2-60 ⌐№╢ ─ ⌐≈™≡╙ ╩

∫≡™ↄ↓≤≤⌂╢⅜ ∕╣╠⌐⅔™≡╙₈ ⌐ ∆╢₉─ ≤⌂╢╟

℮⌐ ─ ╩ ⌡≡™ↄ ≢№╢⁹ 

iii) ה ⌐≈™≡ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ │ 26 ≢ ╕≢≢№╡ ∆╢ │

⌂™⁹ 

b) ∆═⅝  

i) ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡─ ⌂ ─ ⌐≈™≡ 

      ⱪ꜡◓ꜝⱶ │ 26 ≢ ╕≢≢№╡ ∆╢ │

⌂™⁹ 

ii) ▪fi◔כ♩⌐≈™≡ 

 ╕∏ ⌐ ↕╣≡™╢ ₈ ┼─™↨⌂™₉ ≤

₈ ₉ ⌐≈™≡ ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩╩╖╢≤

─ ≢│ 25 ≢│ ╩ ∫≡™╢─│ 10
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ꜛfi№╢™│ ╩ ╠⅛⌐⇔√ ⅜ ₁⌐╖╠╣╢╟℮⌐⌂╡ ∕─ │

24 ╙ ⌐ ↕╣√⁹ 25 ⅛╠│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⅜ ↕╣√ │₈ ┼─™↨⌂™₉

≤₈ ₉ ⌐ ╦╡ ₈ ₉ ─ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─

│ ─℮∟ ₉─ ╩ ≤⇔√₈ ┼─™↨⌂™₉

≤₈ ₉⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│ ( )-b)-ii)╩ ↕╣√™ ⁹ 

b) 24 26 ─ ⌐≈™≡ 

 ₈ ⌐⅔↑╢ ≤∕─ ⌐ ∆╢ ₉│ 24

╕≢⅜∕─ ╕≢≤ ─ 14 22 ≢№╡ 25

⅛╠│ √⌂ 12 ≤⌂╡ ∕─ ⌐ ⌂ ⅜╖╠╣╢

≤↓╤⅛╠ 24 26 ╩ ∂√ ╩ ∆╢↓≤│ ⇔™⁹∕╣╝ⅎ

↓↓≢│ ⅜ ∂≢№╢≤↓╤⅛╠ 23 ≤ ⇔√ 24 ─

∕⇔≡ 25 ┘ 26 ⌐≈™≡│ ∕─ ╩ ╡╕≤╘≡

∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

 ╕∏ 23 ┘ 24 ≢╖╢≤ 2-2-58-1 ─ │

0.05 ⱳ▬fi♩ ⇔≡™╢⁹∕─ ╩╖≡╖╢≤ 14 22 11

≢ⱳ▬fi♩⅜ ⇔ ≢ ⌂⇔ ∕⇔≡ ≢ ⅜ ⇔≡™√⁹

↓↓≢╕∏ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡╖╣┌ ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ─ ≢ ⌐ ∫√ ┼─ ∕─ ⌐ ∆╢

≢─ ≤ ─ ⌐ ∆╢ 4-1 ≤ 4-2

┼─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐≈™≡ ⌐ ∫√

─ ≤ ⌐≈™≡─ ≢─ ≤ ─ ⌐

∆╢ 5-2 ⌐ ∆╢ 5-1 │ ⌂⇔ ┘ ≢

↕╣√ⱨ□◌ꜟ♥▫ה♦▫ⱬ꜡♇ⱪⱷfi♩ FD)┼─ ה ┼─

14-1 ≤ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢─ FD ─ ה 14-2 ≢

№╢⁹ ⌐≈™≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⅜ ╩ ∫≡™╢≤™℮

≢│⌂ↄ ╗⇔╤ ₁─ ⌐ ╦╣ ─ ─ ≢

│ ⅜ ↕╣╢⌂≥ ⇔√ ─ ⅜ ≢⅝⌂™

⅜№╢↓≤│ ↕╣⌡┌⌂╠⌂™⁹↓─ ≢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

≢ ⌂⅜╠ ╩ ⇔ ─ ⌐ ╦╢ ╩ ⌐

∆╢ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

 ≢ 10ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤⇔≡0.2ⱳ▬fi♩ ─ ⅜╖╠╣√─│

1-1 ≤◦ꜝⱣ☻ 3-1 7-1 GPA ⌐

≠™√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ה 9-1 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ─

10-1 ─ ⌐ ≠ↄ ─ 13-2

─ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤ ─ ⌂≥≢№╢⁹ ─ ⅜ ⇔√

│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐⅔™≡ ⅜ ה ⇔≡⅝√↓≤╩ ∆

╢╙─≢№╡ ∕─↓≤│ ₁─ №╢™│ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ─ ⌐

⇔√≤ ╦╣╢⁹ 

 ⌐ 25 ≤ 26 ─ ╩ ⇔√ 2-2-58-2 ⌐╖

-37-



 

╠╣╢╟℮⌐ 4-1 ₈ ╩ ∆╢ ≢ ⌂ ה

─ ─╖⅜ ⇔≡ ⅜ ™↓≤ │ ⅔⅔╗⌡ ⅜ ™⁹

4-1 ⅜ ⇔ↄ ™ ≢№╢↓≤│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐ ∆╟╡╙

⌂ ╩ ⇔√╙─≢№╢⁹╕√ 1-2 ─ ╣≤ 2-1

2-2 ≤ ≤ 4-2 ─ 6

─ │ 25 26 ≤╙⌐ │ ≤⌂∫≡™╢⁹⇔⅛⇔

ה ⌐ ≠ↄ ─ ─ ◦☻♥ⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢─

FD ┼─ ⌐╟╢ ─ ╩ ≤⇔√ 5-2 ─ │ 3.9 ≢№╡

25 26 ⌐⅔™≡╙ ∆═⅝ ≢№╢⁹↓─↓≤│ ה2-2-59

2-2-60 ⌐╖╠╣╢╟℮⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ─ ≤⌂∫≡™╢⁹ ∆

≢⌐ ≤⌂∫≡™╢ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ⌐ ╩ ∆╢

╙№╤℮⁹ 

 

∆═⅝  

a) ─ ≤ ─  

 ≢│ 12 ⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ 18 ⅛╠ 10

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ⇔ ⅎ∏ ┘ ─ ⌐ ╘ ─╟

℮⌐ ─ ╩№→≡⅝√⁹ 18 ⅛╠│ ≢ⱪ꜡◓ꜝⱶ

HiPROSPECTSủR ⅜ ↕╣ ≢│↓─ ─╙≤≢ ─ 10 ⱪ

꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™ↄ↓≤≤⌂∫√⁹HiPROSPECTSủR ─ ≤≤╙⌐ ⌐

∫≡™╢ ≤ ─ ≤─ ⌐ ∆╢ ⅜ ∆╢↓≤≤

⌂∫√⁹∕─ │ ─╟℮⌂ ⌐№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 ᵑHiPROSPECTSủR │ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ─ ╩ ⇔ ∕─ ─

ה ╩ ↕∑╟℮≤∆╢◦☻♥ⱶ≢№╢⁹ 

 ᵒHiPROSPECTSủR ─ ⌐⇔√⅜™ ─ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ₁─

╩ ╘ ∕╣⌐ ∫√ ╩ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ℮↓≤⌐⌂∫√⁹ 

 ᵓ∕─√╘ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡ ⅜

∆₈ ≤ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔√ ₉╩ ℮↓

≤⌐ ╙ ∂╢╟℮⌐⌂∫√⁹ 

b) ─  

 ≢─ ─ ⅜ ╗⌂⅛ ─ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─

⅜∕─╕╕ ↕╣╢ ╖│ ╘≡ ™⁹ ⅎ≡ ─

╩ ⌐╟∫≡ ∆╢↓≤╙ ≤⌂∫≡⅔╡

⌐│ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─℮∟─™ↄ≈⅛│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⅜ ≤⌂

╢↓≤⅜ ╕╣√⁹ 

c) ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉─  

 ─ ⌐ ⇔≡ 24 ⌐₈ⱪ꜡◓ꜝⱶ WG₉╩ ∟ →

╩ ⌐ ⇔√⁹ ─ │ ≤™℮ ╩ ⇔≈≈

─ⱪ꜡◓ꜝⱶ HiPROSPECTSủR )⌐ ∫√ ─ ≢

─ ╩ ≢⅝╢ ╩™⅛⌐ ∆╢⅛≢№∫√⁹ ◌ ⌐⅔╟┬
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─ ─ ⌐ ∟ ╡ 25 ⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ∆╢↓≤≤⇔√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

╩ ∆╢⁹ 

 

i) ♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ 

 ᵑ ─ ⌐╕√⅜╢ ⌂ ╛ ─ ╖╩ ⅎ√

─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ╢⅝≢♪כꜞ╩ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵒ ™ ≤ ⌂ ⅛⌂ ╩ ⌐ ⇔™ ─

╩ ∆↓≤─≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵓ ⌐ ⌂ ╩ ⅝ ⌂ ⅛╠ ⇔™ ה ⌐

≢⅝╢ ה ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵔ ה ┼─ ≤ ╩ ╘╢≤ ⌐ ─ ╩ ⌐

∆╢↓≤⌐╟╡ ≢ ≢⅝╢ ⌐№┤╣√ ╩ ∆

╢⁹ 

 

ii) ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ 

 ᵑ ─ ╩ ⇔⌂⅜╠ ─ ≢ ↕╣√ ╛

╩ ┬≤ ⌐ ∕╣∙╣─ ⅜ ─ ≤≥─╟℮⌐ ⇔≡

™╢─⅛╩ ≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

  ᵒ ≢ ⌐╦√╢ ╛ ─ ≤ ╩ ⇔≡ ∕╣╠─

≈ √⌂ ╛ ╩╖™∞∆ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵓ ⌂ ⅛╠─ ⌐ ≠⅝ ₁⌂ ╩ ⌐ ⇔ ─

⌐⅔™≡ ⇔ ≢⅝╢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

 ᵔ ≤ ─ ה ┘ ⅛⌂ ╩ ⇔ ה

─ ┘≤⌐ ∆╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╛ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─ ╩

∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

 

iii) ≤  

 ╩ ∆≤│™ⅎ ─ ─ ╖╩ ↕

⌂↑╣┌ ╩ ⌐ ╡ ∆⌐ ⇔™↓≤⌐⌂╢≢№╤℮⁹∕↓≢ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ ⌐ ≈─ ┘

╩ ╕√ ∕╣∙╣─ ⌐ ≈─ ╩ ↑√ ) ⁹

┘ │ ⌐ ∆╢ ╖─ ╩ ∆╙─≢│⌂ↄ

№ↄ╕≢ ╩ ⌐ ╘╢√╘─ ≢№╢⁹ 

  

        

 

-39-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

 

 

iv) ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ 

 ⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐⅔↑╢ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ╩ ⇔

√⁹ ⌐│ ≤≤╙⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≢№╢

₈ ┼─™↨⌂™₉₈ ₉╩ ⇔ ─╙≤≢

─ ≤ ⌐ ↑√ ─ ╩ ╗⁹ ⌐ ≈─ ╩

⇔ ∕─ ─ ╩ ⌐ ╩ ╘ ╩ ╘╢⅜

⌐ ─ ─ ╙ ∆╢↓≤≢ ה ⌂

⌂≥╩ ∆╢⁹ ─ │ ⅝ↄ ה

⌐ ╩ ↄ↓≤╙≢⅝╣┌ ⌐ ╩ ↄ↓≤╙≢⅝╢⁹

─ ≤│ ⌐ ₈ ₉ ┘₈ ₉⅜№╢⁹

≢│ ⅜ ╪≢™╢ ⅜≥─╟℮⌂ ⌐ⱴכ♥ ⇔ ╢

─⅛╩ ╕√ ≢│ ╩ ╘╢≤≤╙⌐

╛כ◦ꜝ♥ꜞ ⌐≈™≡ ┬⁹ ⌐│ ⌐ ╡ ╗⁹

─ ≢ ─ ╩ ℮⁹ │ ─

⌐ ╩ ∆╢ ⅛╠ ↕╣ │ ⌂╢ ⅛╠─▪♪

Ᵽ▬☻╩ ↑ ─ ╩ ⇔ ╩ ↕∑╢╙

─≤⇔√⁹ 
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       ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ 

 

 

v) ↕╣╢  

 ⅜ ↕╣ 26 ⌐ 40 ⅜ ⇔√⁹↓─

─ ⌐ ≠ↄ ─ │ №∑╢≥↓╤⅛ ⅜

∆╢ ∕─ │ ⌐ ╕╡≈≈№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ╠

⅜ ╩ ╖ ╦∑ ⌐ ╩ ╘╢≤≤╙⌐ ₁⌐

╩ ⇔ ╩ ╘≡™ↄ↓≤⌐⌂╢⁹↓─╟℮⌂◦☻♥ⱶ╩ ∆╢

↓≤≢ ⌐ ─ ≥☼כ♬⌂ ⌐ ⇔√ ╩ ≢⅝╢↓≤⌐

ⅎ ⌂ ┘╩ ∆↓≤⅜≢⅝╢≢№╤℮⁹↓╣╠│ ─ ⌐⅔

™≡ ↄ ╘╠╣╢ ─№╡ ─└≤≈≢№╢≤≤╙⌐

─ ─ ≢╙№╢⁹ 

 

. ─  

─  

 25 ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ┼─ ⌐ ™ ─ ─כ♃כꜙ♅╛

╩ ≢⅝╢◦☻♥ⱶ≤⇔≡ eⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○⅜ ↕╣√⁹ 26 ⅛╠

│ eⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○╩ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ⌐╕≢ ⇔ ─ ─ ┼

─ ╩ ∫≡™╢⁹ e ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ♃כꜙ♅

╠⅛כ ┼ ↕╠⌐ ⌐╕≢ ⌂

⅜ ⅝ ╢╟℮⌂◦☻♥ⱶ╩ ₁⌐ ⅎ≈≈№╡ ◦☻♥ⱶ─ ⌐╟╡

─ ─ ≤ ─ ╩ ⌐ ∫≡™ↄ↓≤⅜ ↕╣╢⁹ 

 ╕√ ─ ╩ ↕∑╢ ≢│ ⌐ ╩™⅛⌐ ↕∑╢⅛

⅜ ⌂ ≤⌂╢⁹ ↓╣╕≢─ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐⅔™≡╙ ─ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ ─ ≢●▬♄fi☻╩ ™ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ⌐ ∆╢↓≤

⌐╟∫≡ ─ │ ⌐ ⇔≡⅝√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ≢│ ─
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⌐ ╦╣╢○ꜞ◄fi♥כ◦ꜛfi◐ꜗfiⱪ ─ ●▬♄fi☻ ↕╠⌐

☿ⱷ☻♃כ ─ ₈ ₉⌐⅔™≡ ⌐ ╩ ╡⌂⅜╠

≈─ ≤∕↓⌐ ↕╣√ ─ ה ⌐≈™≡ ⌐ ⇔

⇔≡╙╠℮ ╩ ↑≡™╢⁹●▬♄fi☻ ⌐≈™≡│ ⌂╢ ╡ ⇔⌐⌂

╠⌂™╟℮⌐ ₁⌐ ⌐ ╘╢↓≤⅜ ≢№╡ ╙ ●▬♄fi☻╩

↕∑╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹●▬♄fi☻⌐ ⅎ ₁─ ─ ≢

╩ ⌐ ∆╢↓≤╙ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ─ ≢─ ╛ ≠↑╩ ╢

≢ ≢№╢⌐ ™⌂™⁹ 

 ─ ─ ╩ ╘╢ ≤⇔≡ ≢ ╩ ⇔

⌐ ∂≡ ─꜠ⱳכ♩ ╩ ╘╢↓≤╩ ╘√ ─ ⌂

≥─ ⅜ ≢№╢⁹√∞⇔ ≢∕╣⌐ ╡ ⅞╢≤ ─ ⅜ ≤

⌂╡ ╕√ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌂℮↓≤⌐╙⌂╡⅛⌡⌂™─≢ ⅜

≢№╢⁹™∏╣⌐⇔≡╙ ≢ ╩ ⇔ ─ ⅜ 60 ─

╩ ╘ ≤⇔≡ 90 ─ ⌐╟╡ ↕╣≡™╢↓≤╩ ⌐ ↕

∑╢╟℮⌐ ─↕╠⌂╢ ╩ ℮═⅝≢№╤℮⁹↓─↓≤│ 28 ⅛╠

↕╣╢ כ♃כ◊◒─ ≤╙ ⇔ ∆═⅝ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

─ ─  

 ▪fi◔כ♩ ⌐ ≠⅝ ⅜ ™ ╩ ≤⇔√ⱪ꜡◓ꜝⱶ FD ╩ ⇔

≢ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╟╡ ™ ─ ╩ ℮⁹╕√ ™╕

∞ ⌐≤≥╕∫≡™╢ PBL ₈ ₉╩ ╗ ─ ╩╟╡ ↄ─ ≢

⇔≡™ↄ↓≤⅜ כ♃כ◊◒─ ⌐╟╡ ╟╡ ≤⌂╤℮⁹ 

 ─ ⅜◦ꜝⱣ☻⌐ ∫≡™⌂™≤™℮ │ ─ ⌐ ∆╢ ⅎ

╙№╢⅜ ≢ ╩ ה ⇔ ◦ꜝⱣ☻─ ⅝ ⌐ ∆╢

⌂≥╩ ∆╢ FD ╩ ⇔ ╩ ╢ ⅜№╢⁹ 

 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ≢│ ↔≤⌐ ↕╣√ ─◦ꜝⱣ☻

─ ▪fi◔כ♩─ ≤ ⌐≈™≡ ה ⌐ ╡

╪≢⅝√ⱪ꜡◓ꜝⱶ╙№∫√⅜ ≤⇔≡│ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐╟∫≡ ⌐ ⅜╖

╠╣√⁹ │ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ⇔ↄ ─ ╩ ∂≡ ┼─

↑╩ ╘╢≤≤╙⌐ ⌂ ╩ ╢↓≤⅜ ≤╙ ≢№╢⁹↕╠

⌐∕─ ╩ ─ ⌐ ⇔ ╩ ℮⌂≥ PDCA (plan-do-check-action) 

─◘▬◒ꜟ ╩ ╡ ↕╠⌂╢ ⌐ ↑√ ╩ ⇔≡™⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂

™⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐╟╢  

 25 ╟╡ ↕╣√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐⅔↑╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ 10 ⱪ꜡

◓ꜝⱶ ⌐⅔↑╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ™ ≤⌂∫≡™╢⁹↓℮⇔√ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ─ ╩╟╡ ™╙─┼≤ ↕∑╢√╘⌐│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ╠

╣√ⱡ►Ɫ►≤∕↓≢ ∂√ ─ ╩™⅛⌐ ⅛∆╢↓≤⅜≢⅝╢⅛⅜

≤⌂╢↓≤⌐ ™⌂™⁹ 
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 ∕─ ≢ ⅜ ⇔╟℮≤∆╢ ∆≢⌐ ╡ ╗═⅝ ≤⇔≡ └

≤≈⌐│ ה ה ─ ─™∏╣⅛⌐ ⅜ ⅛╠

∆╢─≢№∫≡ ∕╣╠ ⌐ ↕╣√ ⌐ ⅜ ∆╢ ≢│⌂™

≤™℮ ∕╙∕╙─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐ ╦╢ ⅜№╢⁹╙∟╤╪

─ ⌐ ∂≡ └≤≈─ ⌐ ∆╢↓≤⌐ │⌂™⅜ ⱪ꜡

◓ꜝⱶ ⇔√ │ ⌐ ╩└≤≈─ ⌐ ∂ ╘╢─≢│⌂ↄ ╗

⇔╤ ⌐ ─ ╛ ⌂╢ ┼─ ⅛╣√ ╩ ⌐ ⌐ ╗

╩ ╕∏│ ⅜ ∆╢ ⅜№╤℮⁹∕─ ≢│ │

─ 10 ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢╙─≢│⌂™⁹↓─ ╩ ╕ⅎ√ ╩ │╙≤

╟╡ ⅜◖fi☿fi◘☻≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 ─ ≤ ∆╢⅜ ─ ⅛╠ ─ ☻♃♇ⱨ─ ⅜

₁ ≤⌂╡≈≈№╢↓≤│ ╘⌂™⁹∕℮⇔√ ⌐ ⇔≡ ⌐╟

╢ ╙ ⅎ╠╣╢⅜ ∕╣↕ⅎ ⌐│ ⇔™↓≤╙ ⅛≢№╢⁹⇔√⅜∫

≡ 2-2-61 ⌐№╢≤⅔╡ ↔≤─ ─ ─┌╠≈⅝⅜∆≢⌐╖╠╣╢⌂⅛

≢ ─ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⌐╙ ⌂ ╩ ⅎ⅛⌡⌂™ ─ ⌐ ∆╢

╩ ⌐ ∂⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹↕╙⌂ↄ┌ ─ ─ ⇔

™▪fiⱣꜝfi☻⌐ ⅎ ⌂ ─ ╙ ╩ ╘╢↓≤≤⌂╢⁹∕╣⌐ ⇔≡

⌂ │ ─≤↓╤⌂™⅜ ⌂ↄ≤╙ 12ה ─

╩ ⌐⇔⌂⅜╠ ה ⌐ ≢─ ╩™⅛⌐ ⌐

∫≡™ↄ⅛⅜ ╦╣≡™ↄ⌐ ™⌂™⁹ 

 ╕√ ≢│∕╣╠ ⌐ ⌂ ─ ╩ ≤⇔

√ ≤ ╛כ◦ꜝ♥ꜞ ─ ╩ ╘ ≤ ─ ╩

╢₈ ₉≤ ─ ┼─ ╩ ╖≈≈ ⌐

┼─♅ꜗ꜠fi☺╩ ∆₈ ₉╙ ↕╣≡™╢⅜ ⌂⅛≢╙₈ ₉╩

∆╢ ─ ⅛╠∆╣┌ ─ ─ │ ℮╕≢╙⌂™⁹ ⌐

₁ ☻♃♇ⱨ─ ⅜ ↕╣╢⌂⅛≢ ↓╣⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔

≡™⅛↨╢╩ ⌂™⁹ 

 ⅎ≡ ─ ה ─ ⌐≈™≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⅜

∆╢ ⌐ ⅜ ∆╢≤™℮ ╩ ∆╢√╘ ↕╣√ ╩♃כ♦≢

∆╢ ≡⇔≥♃כ♦⁹╢№⅜ ∆═⅝ ≤⇔≡│

⌂≥⅜№→╠╣╢⁹ 

 

─ ⌐ ⇔≡ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─≢⅝╢∞↑ ™ ⌐ ⌐ ─ ╩ ⅎ↕∑╢↓

≤⅜ ╕⇔™⁹∕─ ╩ ⅛⇔√ ⌐ ⅝√™ ⌐≤∫≡│

꜠ⱬꜟ─ ה ≢│ ≢№╢↓≤╙ ⅎ╠╣╢⁹∕─ ⌐│ ∕─ ╩

↕∑╢ ⌂●▬♄fi☻─ ╙ ↕╣╢ ⅜№╢⁹∕─ ≢│

─ ≤⇔≡─ ─ ≤ ╩↓╣╕≢ ⌐▪Ⱨכꜟ⇔

≤─ ╩ ╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 
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開設期 平成24年度 開設期 平成24年度
7・8 ・特別研究 7・8 ・特別研究

6

・日本文化史演習
・東アジア地域史演習
・中国伝統文化論演習
・風俗史演習
・地域調査演習Ⅱ
・解釈人類学演習
・社会生態人類学演習
・ヨーロッパ哲学思想研究演習
・ヨーロッパ地誌研究演習
・ラテンアメリカ社会文化研究演習

6

・社会環境調査Ⅱ
・社会環境演習

5

・近代日本文化研究演習
・日本地誌研究演習
・現代中国文化論演習
・都市社会史演習
・地域間関係史演習
・越境文化研究演習
・環境と平和論演習
・地域調査演習Ｉ
・宗教社会人類学演習
・ヨーロッパ社会研究演習
・ヨーロッパ史研究演習
・イギリス社会思想研究演習
・イギリス文化研究演習
・アメリカ社会研究演習
・アメリカ文化研究演習

5

・社会環境調査Ｉ
・世界開発論演習
・現代日本産業論演習
・社会学方法論演習
・地域社会学演習
・動態社会学演習
・福祉社会学演習
・現代史演習
・宗教政治社会論演習
・現代国際法論演習
・現代法政策論演習
・現代技術論演習
・比較文明論演習

4

・近代日本文化研究
・日本環境地誌
・現代中国文化論
・都市社会史
・地域間関係史
・聖書学
・越境文化研究
・環境と平和論
・聖書学演習
・コンピュータ地域研究
・宗教社会人類学
・ヨーロッパ社会研究
・ヨーロッパ史研究
・イギリス社会思想研究
・イギリス文化研究
・アメリカ社会研究
・アメリカ文化研究
・地域文化研究特論B

4

・世界開発論
・東アジア経済論
・社会学方法論
・地域社会学
・動態社会学
・福祉社会学
・宗教政治社会論
・現代国際法論
・現代法政策論
・社会環境特論B
・社会環境共同演習B
・比較文明論
・環境経済論
・公害史

3

・地域を科学する
・文化交流論
・日本文化史
・日本地域研究特論
・東アジア地域史
・中国伝統文化論
・風俗史
・民族誌を読む
・解釈人類学
・社会生態人類学
・ヨーロッパ哲学思想研究
・ヨーロッパ環境地誌
・ラテンアメリカ社会文化研究
・地域文化研究特論A

3

・社会文化研究の焦点
・現代日本産業論
・現代史
・社会環境特論A
・社会環境共同演習A
・比較技術史

2・3 ・超域研究・展開研究 2・3 ・超域研究・展開研究

表2-2-1　地域文化プログラム開講授業科目 表2-2-2　社会文化プログラム開講授業科目
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開設期 平成24年度 開設期 平成24年度
7・8 ・特別研究 7・8 ・特別研究

6

・美術史演習B
・現代文化論演習
・美学芸術学演習
・比較哲学演習
・ギリシア哲学演習
・ヨーロッパ文化論演習
・ジェンダー学演習
・比較倫理学演習

6

・第二言語習得論
・英日同時通訳法演習Ⅱ
・ドイツ語文章法演習
・ドイツ語読解法演習Ⅳ
・ドイツ語会話演習Ⅳ
・現代フランス語学研究演習
・フランス文化論演習
・フランス語会話演習Ⅳ
・ロマンス語研究Ⅱ
・対照言語学B
・中国語読解法演習Ⅱ
・中国語会話演習Ⅳ

5

・映画論
・文化創造論
・表象文化論演習
・比較哲学B
・比較文化論特講
・美術史演習A
・音楽美学
・上演芸術論演習
・現代思想演習
・批評理論演習
・キリスト教思想演習
・文明交流論B
・ギリシア哲学
・ヨーロッパ文化論
・生命倫理学演習

5

・認知言語学
・語用論
・比較文学研究
・社会と言語
・英語史演習
・英米文学演習
・メディア・スタディーズ
・英語上級文章法演習
・英日同時通訳法演習Ｉ
・現代ドイツ事情
・ドイツ語読解法演習Ⅲ
・ドイツ語会話演習Ⅲ
・ロマンス語研究Ｉ
・フランス語表現法演習
・フランス文化論
・フランス語会話演習Ⅲ
・語彙論
・中国語読解法演習Ｉ
・中国語会話演習Ⅲ
・東アジア言語文化論演習
・言語文化特論

4

・美術史B
・近代文化研究
・比較哲学A
・文化記号論
・生命倫理学
・芸術文化論演習

4

・総合言語文化理論Ⅱ
・異文化コミュニケーション論入門
・音声学・音韻論
・意味論入門
・比較文化論演習
・意味論
・実験心理言語学
・英語の歴史
・英米文学研究
・英語ディベート演習
・現代ドイツ語学研究
・ドイツ文化論
・時事ドイツ語演習
・ドイツ語読解法演習Ⅱ
・ドイツ語表現法演習Ⅱ
・ドイツ語聴取法演習Ⅱ
・ドイツ語会話演習Ⅱ
・現代フランス語学研究
・出版文化論
・フランス語読解法演習Ⅱ
・フランス語聴取法演習Ⅱ
・フランス語会話演習Ⅱ
・現代中国語学研究
・中国語作文演習Ⅱ
・中国語聴取法演習Ⅱ
・中国語会話演習Ⅱ
・東アジア言語文化論

表2-2-3　人間文化プログラム開講授業科目 表2-2-4　言語文化プログラム開講授業科目
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3

・人間文化基礎論
・美術史A
・芸術文化論
・現代思想
・ジェンダー学
・キリスト教思想
・美学芸術学入門
・比較倫理学
・芸術社会論
・文明交流論A

3

・総合言語文化理論Ｉ
・言語学入門
・心理言語学
・辞書学
・英語発音法演習
・現代英語語法演習
・統語論
・英語上級聴取法演習
・英語会話演習
・現代ドイツ語学研究演習
・対照言語学A
・ドイツ文化論演習
・ドイツ言語芸術論
・ドイツ言語芸術論演習
・ドイツ語読解法演習Ｉ
・ドイツ語表現法演習Ｉ
・ドイツ語聴取法演習Ｉ
・ドイツ語会話演習Ｉ
・フランス語読解法演習Ｉ
・フランス語聴取法演習Ｉ
・フランス語会話演習Ｉ
・中国語作文演習Ｉ
・中国語聴取法演習Ｉ
・中国語会話演習Ｉ

2・3 ・超域研究・展開研究 2・3 ・超域研究・展開研究

開設期 平成24年度 開設期 平成24年度
7・8 ・特別研究 7・8 ・特別研究

7

・行動科学外書講読Ⅱ

6

・健康スポーツ科学外書講読B
・健康スポーツ科学実験C
・健康スポーツ科学実験D
・健康スポーツ科学演習B
・健康スポーツ科学実験法C
・健康スポーツ科学実験法D

6

・応用行動科学
・政策分析演習A
・政策分析演習B
・政策分析演習C
・政策分析演習D
・政策分析演習E
・行動科学外書講読Ｉ
・行動科学実験法C
・行動科学実験法D
・行動科学実験C
・行動科学実験D
・行動科学特論

5

・筋生理学
・健康スポーツ科学実験A
・健康スポーツ科学実験B
・スポーツ運動学
・身体運動制御学
・健康スポーツ科学演習A
・健康スポーツ科学実験法A
・健康スポーツ科学実験法B

5

・経済データ論
・国際相互依存論
・政策情報論
・行動制御論
・環境行動論
・生理心理学
・行動科学実験A
・行動科学実験B
・行動科学実験法A
・行動科学実験法B
・集団力学
・行動科学演習

4

・スポーツ心理学
・環境運動生理学
・健康スポーツ科学外書講読A
・身体運動解析学

表2-2-5　行動科学プログラム開講授業科目 表2-2-6　スポーツ科学プログラム開講授業科目



4

・意思決定情報演習
・国際協力政策論
・平和学
・比較開発経済論
・パーソナリティ論
・社会行動科学
・精神生理学
・行動科学実習
・情報処理心理学

3

・身体運動科学基礎論
・健康福祉学
・スポーツ運動生理学
・健康スポーツ科学特論

3

・経済開発協力論
・対外政策論
・紛争解決論
・地球環境政策論
・適応心理学
・社会心理学
・生物心理学
・行動理論
・行動科学基礎実験
・行動科学基礎実験法
・行動科学統計演習

2・3

・超域研究・展開研究

2・3 ・超域研究・展開研究

開設期 平成24年度 開設期 平成24年度
7・8 ・特別研究 7・8 ・特別研究

6

・脳機能学
・分子発生生物学
・適応生理学
・生命科学実験C
・生命科学実験法C
・生命科学実験D
・生命科学実験法D
・生命科学特論B
・生命科学特論D

6

・数理解析
・ヒューマン・コンピュータ・インタ
フェース論
・情報数理学特講Ⅱ
・数理情報科学演習

5

・生命科学外書講読
・生化学
・脳科学
・生命科学実験A
・生命科学実験法A
・分子細胞生物学
・神経行動学
・生命科学実験B
・生命科学実験法B
・生命科学特論A
・生命科学特論C

5

・数理代数
・数理幾何
・データマネジメント
・応用統計学
・確率過程論
・計算数学
・ソフトウェアシステム
・計算機演習Ⅱ
・情報数理学特講Ｉ
・情報理論

4

・基礎生化学
・生物学基礎実験
・生物学基礎実験法
・生物物理化学
・細胞生物学

4

・メディア活用演習
・応用数理
・情報統計学
・プログラム言語論
・計算機演習Ｉ
・複素解析
・コンピュータシステム

3

・生命科学概論
・基礎細胞生物学
・化学基礎実験
・化学基礎実験法 3

・データ解析序説
・コンピュータ基礎論
・数理科学演習
・プログラム技法
・計算機基礎演習
・微分方程式
・グラフ的幾何学

2・3 ・超域研究・展開研究 2・3 ・超域研究・展開研究

表2-2-7　生命科学プログラム開講授業科目 表2-2-8　数理情報科学プログラム開講授業科目



開設期 平成24年度 開設期 平成24年度
7・8 ・特別研究 7・8 ・特別研究

7

・複雑液体・ソフトマター論
・物性物理学Ⅱ
・量子情報論

6

・環境科学特論B
・自然環境実験C
・自然環境実験D
・自然環境実験法C
・自然環境実験法D
・自然環境演習B

6

・物理科学英語演習
・量子物理学
・統計力学Ⅱ
・物性物理学Ｉ
・量子力学演習Ⅱ
・物質科学実験C
・物質科学実験法C
・物質科学実験D
・物質科学実験法D
・物理科学特論C
・物理科学特論D

5

・環境微生物学
・砂防学
・水循環論
・第四紀環境学
・地球環境化学
・根圏の科学
・環境科学特論A
・自然環境実験A
・自然環境実験B
・自然環境実験法A
・自然環境実験法B
・自然環境野外実習
・自然環境演習A
・環境アセスメント論
・景観生態学
・地球資源論
・サイエンス・スタディーズ演習

5

・統計力学Ｉ
・物理化学
・量子力学演習Ｉ
・物質科学実験A
・物質科学実験法A
・量子力学Ⅱ
・物質科学実験B
・物質科学実験法B
・物理科学特論A
・物理科学特論B

4

・地学基礎実験
・地学基礎実験法
・進化遺伝学
・多様性生態学
・古環境学
・環境地質学
・植物環境生理学
・保全生物学
・気象学
・サイエンス・スタディーズ
・ボランティア社会学
・環境人間総合科学

4

・エレクトロニクス
・電磁気学Ⅱ
・物理科学演習Ⅱ
・量子力学Ｉ

3

・自然環境科学概論
・環境とエコロジー
・基礎環境科学野外実習
・環境分析化学

3

・物理科学概論
・熱力学
・電磁気学Ｉ
・物理科学演習Ｉ
・物理学基礎実験
・物理学基礎実験法

2・3

・超域研究・展開研究

2・3 ・超域研究・展開研究

表2-2-9　総合物理プログラム開講授業科目 表2-2-10　自然環境科学プログラム開講授業科目
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表2-2-11　人間探究領域開講授業科目

開設期 授  業  科  目 開設期 授  業  科  目
6 生命倫理学演習 6 生命倫理学演習
6 比較哲学B 6 比較哲学B
6 表象文化論演習 6 表象文化論演習
6 美学芸術学演習 6 美学芸術学演習
6 比較哲学演習 6 比較哲学演習
6 ギリシア哲学演習 6 ギリシア哲学演習
6 西洋美術史演習 6 西洋美術史演習
6 現代文化論演習 6 現代文化論演習
5 比較文明論演習 5 比較文明論演習
5 文化創造論 5 文化創造論
5 現代思想演習 5 現代思想演習
5 ギリシア哲学 5 ギリシア哲学
5 西洋美術史 5 西洋美術史
4 比較文明論 4 比較文明論
4 生命倫理学 4 生命倫理学
4 比較哲学A 4 比較哲学A
4 芸術文化論演習 4 芸術文化論演習
4 人間文化特論 4 人間文化特論
4 美術史演習 4 美術史演習
4 比較思想演習 4 比較思想演習
3 人間文化基礎論 3 人間文化基礎論
3 美術史 3 美術史
3 芸術文化論 3 芸術文化論
3 現代思想 3 現代思想
3 美学芸術学入門 3 美学芸術学入門
3 芸術社会論 3 芸術社会論
3 比較思想 3 比較思想
6 第二言語習得論 6 第二言語習得論
6 音声学・音韻論 6 音声学・音韻論
6 英日同時通訳法演習Ⅱ 6 英日同時通訳法演習Ⅱ
6 対照言語学演習A 6 対照言語学演習A
6 現代フランス語学研究演習 6 現代フランス語学研究演習
6 対照言語学演習B 6 対照言語学演習B
6 ロマンス語研究Ⅱ 6 ロマンス語研究Ⅱ
5 認知言語学 5 認知言語学
5 語用論 5 語用論
5 英日同時通訳法演習Ⅰ 5 英日同時通訳法演習Ⅰ
5 ロマンス語研究Ⅰ 5 ロマンス語研究Ⅰ
5 語彙論 5 語彙論
5 言語文化特論 5 言語文化特論
4 意味論 4 意味論
4 実験心理言語学 4 実験心理言語学
4 異文化コミュニケーション論入門 4 異文化コミュニケーション論入門
4 意味論入門 4 意味論入門
4 英語の歴史 4 英語の歴史
4 英語ディベート演習 4 英語ディベート演習
4 現代フランス語学研究 4 現代フランス語学研究
4 現代中国語学研究 4 現代中国語学研究
4 現代ドイツ語学研究 4 現代ドイツ語学研究
4 統語論・意味論インターフェイス入門 4 統語論・意味論インターフェイス入門

3 心理言語学 3 心理言語学
3 言語学入門 3 言語学入門
3 英語コーパス言語学 3 英語コーパス言語学
3 現代英語語法演習 3 現代英語語法演習
3 統語論 3 統語論
7 行動科学外書特別演習 7 行動科学外書特別演習
6 行動科学外書演習 6 行動科学外書演習
6 行動科学実験法C 6 行動科学実験法C
6 行動科学実験法D 6 行動科学実験法D
6 行動科学実験C 6 行動科学実験C
6 行動科学実験D 6 行動科学実験D
6 行動科学特論 6 行動科学特論
5 認知神経科学 5 認知神経科学
5 生理心理学 5 生理心理学
5 集団力学 5 集団力学
5 ストレス科学 5 ストレス科学
5 行動科学実験A 5 行動科学実験A
5 行動科学実験B 5 行動科学実験B
5 行動科学実験法A 5 行動科学実験法A

人間文化

言語コミュニケーション

人間行動科学

平成26年度
授業科目群

平成25年度
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5 行動科学実験法B 5 行動科学実験法B
5 行動科学演習 5 行動科学演習
4 社会心理学 4 社会心理学
4 情報処理心理学 4 情報処理心理学
4 パーソナリティ論 4 パーソナリティ論
4 行動科学実習 4 行動科学実習
4 睡眠心理学 4 睡眠心理学
3 生物心理学 3 生物心理学
3 行動科学統計演習 3 行動科学統計演習
3 適応心理学 3 適応心理学
3 行動科学基礎実験 3 行動科学基礎実験
3 行動科学基礎実験法 3 行動科学基礎実験法
6 スポーツ健康科学演習B 6 スポーツ健康科学演習B
6 スポーツ健康科学演習C 6 スポーツ健康科学演習C
5 スポーツ健康科学実験法A 5 スポーツ健康科学実験法A
5 スポーツ健康科学実験A 5 スポーツ健康科学実験A
5 スポーツ健康科学実験法B 5 スポーツ健康科学実験法B
5 スポーツ健康科学実験B 5 スポーツ健康科学実験B
5 バイオメカニクス 5 バイオメカニクス
5 身体運動制御学 5 身体運動制御学
5 筋生理学 5 筋生理学
5 スポーツ健康科学演習A 5 スポーツ健康科学演習A
4 スポーツ心理学 5 スポーツ医学（スポーツ栄養学を含む）

4 環境運動生理学 5 スポーツ経営学
4 身体運動解析学 5 コーチング論
3 身体運動科学基礎論 4 スポーツ心理学
3 健康福祉学 4 環境運動生理学
3 スポーツ健康科学特論 4 身体運動解析学

4 スポーツ社会学
3 身体運動科学基礎論
3 健康福祉学
3 スポーツ健康科学特論
3 スポーツトレーニング学

表2-2-12　自然探究領域開講授業科目

開設期 授  業  科  目 開設期 授  業  科  目
6 生命科学特論B 6 生命科学特論B
6 生命科学特論D 6 生命科学特論D
5 脳機能学 5 脳機能学
5 分子発生生物学 5 分子発生生物学
5 分子細胞生物学 5 分子細胞生物学
5 神経行動学 5 神経行動学
5 生命科学実験C 5 生命科学実験C
5 生命科学実験法C 5 生命科学実験法C
5 生命科学実験D 5 生命科学実験D
5 生命科学実験法D 5 生命科学実験法D
5 生命科学特論A 5 生命科学特論A
5 生命科学特論C 5 生命科学特論C
4 生物物理化学 4 生物物理化学
4 細胞生物学 4 細胞生物学
4 生化学 4 生化学
4 生命科学実験A 4 生命科学実験A
4 生命科学実験法A 4 生命科学実験法A
4 分子生理学 4 分子生理学
4 生命科学実験B 4 生命科学実験B
4 生命科学実験法B 4 生命科学実験法B
4 臨海実習・同講義 4 臨海実習・同講義
3 生命科学概論 3 生命科学概論
3 基礎細胞生物学 3 基礎細胞生物学
3 基礎生化学 3 基礎生化学
3 化学基礎実験 3 化学基礎実験
3 化学基礎実験法 3 化学基礎実験法
6 数理解析 6 数理解析
6 情報数理学特講Ⅱ 6 情報数理学特講Ⅱ
5 情報理論 5 情報理論
5 数理代数 5 数理代数
5 数理幾何 5 数理幾何
5 応用統計学 5 応用統計学
5 確率過程論 5 確率過程論
5 情報数理学特講Ｉ 5 情報数理学特講Ｉ

授業科目群
平成25年度 平成26年度

スポーツ健康科学

生命科学
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4 メディア活用演習 4 メディア活用演習
4 応用数理 4 応用数理
4 情報統計学 4 情報統計学
4 プログラム言語論 4 プログラム言語論
4 計算機演習 4 計算機演習
4 複素解析 4 複素解析
4 コンピュータシステム 4 コンピュータシステム
4 グラフ的幾何学 4 グラフ的幾何学
4 計算数学 4 計算数学
3 データ解析序説 3 データ解析序説
3 コンピュータ基礎論 3 コンピュータ基礎論
3 数理科学演習 3 数理科学演習
3 プログラム技法 3 プログラム技法
3 計算機基礎演習 3 計算機基礎演習
3 微分方程式 3 微分方程式
7 複雑液体・ソフトマター論 7 複雑液体・ソフトマター論
7 物性物理学Ⅱ 7 物性物理学Ⅱ
7 量子情報論 7 量子情報論
6 統計力学Ⅱ 6 統計力学Ⅱ
6 物性物理学Ｉ 6 物性物理学Ｉ
6 量子力学演習Ⅱ 6 量子力学演習Ⅱ
6 物理科学特論C 6 物理科学特論C
6 物理科学特論D 6 物理科学特論D
5 統計力学Ｉ 5 統計力学Ｉ
5 物理化学 5 物理化学
5 量子力学演習Ｉ 5 量子力学演習Ｉ
5 量子力学Ⅱ 5 量子力学Ⅱ
5 物質科学実験C 5 物質科学実験C
5 物質科学実験法C 5 物質科学実験法C
5 物質科学実験D 5 物質科学実験D
5 物質科学実験法D 5 物質科学実験法D
5 物理科学特論A 5 物理科学特論A
5 物理科学特論B 5 物理科学特論B
4 電磁気学Ⅱ 4 電磁気学Ⅱ
4 物理科学演習Ⅱ 4 物理科学演習Ⅱ
4 量子力学Ｉ 4 量子力学Ｉ
4 物質科学実験A 4 物質科学実験A
4 物質科学実験法A 4 物質科学実験法A
4 物質科学実験B 4 物質科学実験B
4 物質科学実験法B 4 物質科学実験法B
3 熱力学 3 熱力学
3 電磁気学Ｉ 3 電磁気学Ｉ
3 物理科学演習I 3 物理科学演習I
3 物理学基礎実験 3 物理学基礎実験
3 物理学基礎実験法 3 物理学基礎実験法
3 物理科学概論 3 物理科学概論
6 自然環境演習 6 自然環境演習
6 環境科学特論 6 環境科学特論
5 砂防学 5 砂防学
5 環境微生物学 5 環境微生物学
5 水循環論 5 水循環論
5 第四紀環境学 5 第四紀環境学
5 自然環境実験B 5 自然環境実験B
5 自然環境実験法B 5 自然環境実験法B
5 環境影響評価論 5 環境影響評価論
5 景観生態学 5 景観生態学
5 地球資源論 5 地球資源論
5 自然環境実験C 5 自然環境実験C
5 自然環境実験法C 5 自然環境実験法C
5 環境コロイド学 5 環境コロイド学
4 進化遺伝学 4 進化遺伝学
4 地学基礎実験 4 地学基礎実験
4 地学基礎実験法 4 地学基礎実験法
4 多様性生態学 4 多様性生態学
4 地球環境変動論 4 地球環境変動論
4 植物環境生理学 4 植物環境生理学
4 地球環境化学 4 地球環境化学
4 大気科学 4 大気科学
4 自然環境実験A 4 自然環境実験A
4 自然環境実験法A 4 自然環境実験法A
3 環境とエコロジー 3 環境とエコロジー
3 環境分析化学 3 環境分析化学
3 環境地質学 3 環境地質学
3 根圏の科学 3 根圏の科学

数理情報科学

自然環境科学

物性科学
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3 自然環境航海実習 3 自然環境航海実習
3 保全生物学 3 保全生物学
3 自然環境野外実習 3 自然環境野外実習
3 生物学基礎実験 3 生物学基礎実験
3 生物学基礎実験法 3 生物学基礎実験法

表2-2-13　社会探究領域開講授業科目

開設期 授  業  科  目 開設期 授  業  科  目
6 フランス文明論 6 フランス文明論
6 中国伝統文化論演習 6 中国伝統文化論演習
6 ヨーロッパ哲学思想研究演習 6 ヨーロッパ哲学思想研究演習
6 日本文化史演習 6 日本文化史演習
6 東アジア地域史演習 6 東アジア地域史演習
5 ドイツ文化論演習 5 ドイツ文化論演習
5 朝鮮文化論演習 5 朝鮮文化論演習
5 現代ドイツ事情 5 現代ドイツ事情
5 イギリス社会思想研究演習 5 イギリス社会思想研究演習
5 アメリカ文化研究演習 5 現代中国文化論演習
5 現代中国文化論演習 5 東アジア社会文化史演習
5 東アジア社会文化史演習 5 ヨーロッパ史研究演習
5 ヨーロッパ史研究演習 5 アメリカ社会研究演習
5 アメリカ社会研究演習 5 近代日本文化研究演習
5 近代日本文化研究演習 4 ドイツ文化論
4 ドイツ文化論 4 朝鮮文化論
4 朝鮮文化論 4 イギリス社会思想研究
4 イギリス社会思想研究 4 近代日本文化研究
4 アメリカ文化研究 4 現代中国文化論
4 近代日本文化研究 4 東アジア社会文化史
4 現代中国文化論 4 ヨーロッパ史研究
4 東アジア社会文化史 4 アメリカ社会研究
4 ヨーロッパ史研究 4 アメリカ文化研究演習
4 アメリカ社会研究 3 中国伝統文化論
3 中国伝統文化論 3 ヨーロッパ哲学思想研究
3 ヨーロッパ哲学思想研究 3 日本文化史
3 日本文化史 3 東アジア地域史
3 東アジア地域史 3 日本地域研究特論
3 地域を科学する 3 地域文化研究特論A
3 日本地域研究特論 3 地域文化研究特論B
3 地域文化研究特論A 3 アメリカ文化研究
3 地域文化研究特論B 3 地域を科学するA

3 地域を科学するB
6 文書管理演習 6 文書管理演習
6 移動と統合の社会学 6 移動と統合の社会学
6 南北アメリカ社会文化研究演習 6 南北アメリカ社会文化研究演習
6 聖書学演習 6 聖書学演習
5 英米文学演習 5 英米文学演習
5 比較文学研究 5 比較文学研究
5 都市文化論演習 5 都市文化論演習
5 都市社会史演習 5 都市社会史演習
5 文化論研究演習 5 文化論研究演習
4 英米文学研究 4 英米文学研究
4 比較文化論演習 4 比較文化論演習
4 都市文化論 4 都市文化論
4 都市社会史 4 都市社会史
4 文化論研究 4 文化論研究
4 ジェンダ－と文化 4 ジェンダ－と文化
4 開発政策科学分析演習 4 開発政策科学分析演習
3 テクスト文化論 3 テクスト文化論
3 ジェンダー学基礎 3 ジェンダー学基礎
3 聖書学 3 聖書学
3 欧米大陸間文化研究 3 欧米大陸間文化研究
3 教育と権力の社会学 3 教育と権力の社会学
3 越境文化研究特論 3 越境文化研究特論
6 社会調査演習Ⅱ 6 社会調査演習Ⅱ
6 宗教政治社会論演習 6 宗教政治社会論演習
5 メディア・スタディーズ 5 メディア・スタディーズ
5 サイエンス・スタディーズ演習 5 サイエンス・スタディーズ演習
5 福祉社会学演習 5 福祉社会学演習
5 現代技術論演習 5 現代技術論演習
5 世界開発論演習 5 世界開発論演習
5 社会調査演習Ⅰ 5 社会調査演習Ⅰ
5 現代産業論演習 5 現代産業論演習
5 社会学方法論演習 5 社会学方法論演習
5 地域社会学演習 5 地域社会学演習

地域研究

授業科目群
平成25年度 平成26年度

越境文化
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5 動態社会学演習 5 動態社会学演習
5 国際法特講演習 5 国際法特講演習
5 現代法政策論演習 5 現代法政策論演習
4 現代産業論 4 現代産業論
4 ボランティア社会学 4 ボランティア社会学
4 福祉社会学 4 福祉社会学
4 世界開発論 4 世界開発論
4 社会学方法論 4 社会学方法論
4 地域社会学 4 地域社会学
4 動態社会学 4 動態社会学
4 国際法特講 4 国際法特講
4 現代法政策論 4 現代法政策論
4 社会環境特論B 4 社会環境特論B
4 平和学 4 平和学
4 社会調査データ分析の基礎 4 社会調査データ分析の基礎
3 比較技術史 3 比較技術史
3 宗教政治社会論 3 宗教政治社会論
3 社会環境特論A 3 社会環境特論A
3 調査データで読む現代社会 3 調査データで読む現代社会
6 地域調査演習Ⅱ 6 地域調査演習Ⅱ
6 解釈人類学演習 6 解釈人類学演習
6 社会生態人類学演習 6 社会生態人類学演習
6 ヨーロッパ地誌研究演習 6 ヨーロッパ地誌研究演習
6 社会情報メディア論演習 6 社会情報メディア論演習
5 宗教社会人類学演習 5 宗教社会人類学演習
5 日本地誌研究演習 5 日本地誌研究演習
5 環境と平和論演習 5 環境と平和論演習
5 地域調査演習Ⅰ 5 地域調査演習Ⅰ
4 移動の人類学演習 4 移動の人類学演習
4 宗教社会人類学 4 宗教社会人類学
4 環境と平和論 4 環境と平和論
4 日本環境地誌 4 日本環境地誌
4 民族誌を読む 4 民族誌を読む
4 社会フィールド研究特論 4 社会フィールド研究特論
3 移動の人類学 3 移動の人類学
3 観光論 3 観光論
3 解釈人類学 3 解釈人類学
3 社会生態人類学 3 社会生態人類学
3 ヨーロッパ環境地誌 3 ヨーロッパ環境地誌
3 社会情報メディア論 3 社会情報メディア論

表2-2-14　教育領域科目以外開講授業

開設期 授  業  科  目 開設期 授  業  科  目
7・8 特別研究 7・8 特別研究
2 総合科学概論 2 総合科学概論
1 総合科学へのいざない 1 総合科学へのいざない
6 スポーツ健康科学英語演習 6 スポーツ健康科学英語演習
6 ドイツ語文章法演習 6 ドイツ語文章法演習
6 ドイツ語上級読解法演習Ⅱ 6 ドイツ語上級読解法演習Ⅱ
6 ドイツ語上級会話演習Ⅱ 6 ドイツ語上級会話演習Ⅱ
6 フランス語上級会話演習Ⅱ 6 フランス語上級会話演習Ⅱ
6 中国語読解法演習Ⅱ 6 中国語読解法演習Ⅱ
6 中国語会話演習Ⅳ 6 中国語会話演習Ⅳ
6 物理科学英語演習 6 物理科学英語演習
6 フランス語上級読解法演習 6 フランス語上級読解法演習
5 英語上級文章法演習 5 英語上級文章法演習
5 ドイツ語上級読解法演習Ⅰ 5 ドイツ語上級読解法演習Ⅰ
5 ドイツ語上級会話演習Ⅰ 5 ドイツ語上級会話演習Ⅰ
5 フランス語上級表現法演習 5 フランス語上級表現法演習
5 フランス語上級会話演習Ⅰ 5 フランス語上級会話演習Ⅰ
5 中国語読解法演習Ⅰ 5 中国語読解法演習Ⅰ
5 中国語会話演習Ⅲ 5 中国語会話演習Ⅲ
5 科学と倫理 5 科学と倫理
5 対話論演習 5 対話論演習
5 生命科学英語演習 5 生命科学英語演習
4 時事ドイツ語演習 4 時事ドイツ語演習
4 ドイツ語中級総合演習ⅡA 4 ドイツ語中級総合演習ⅡA
4 ドイツ語中級総合演習ⅡB 4 ドイツ語中級総合演習ⅡB
4 ドイツ語中級会話演習Ⅱ 4 ドイツ語中級会話演習Ⅱ
4 フランス語中級総合演習ⅡA 4 フランス語中級総合演習ⅡA
4 フランス語中級総合演習ⅡB 4 フランス語中級総合演習ⅡB
4 フランス語中級会話演習Ⅱ 4 フランス語中級会話演習Ⅱ
4 中国語作文演習Ⅱ 4 中国語作文演習Ⅱ
4 中国語聴取法演習Ⅱ 4 中国語聴取法演習Ⅱ

現代社会システム

共通科目

授業科目群
平成25年度 平成26年度

社会フィールド研究
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4 中国語会話演習Ⅱ 4 中国語会話演習Ⅱ
3 英語発音法演習 3 英語発音法演習
3 英語上級聴取法演習 3 英語上級聴取法演習
3 英語会話演習 3 英語会話演習
3 ドイツ語中級総合演習ⅠA 3 ドイツ語中級総合演習ⅠA
3 ドイツ語中級総合演習ⅠB 3 ドイツ語中級総合演習ⅠB
3 ドイツ語中級会話演習Ⅰ 3 ドイツ語中級会話演習Ⅰ
3 フランス語中級総合演習ⅠA 3 フランス語中級総合演習ⅠA
3 フランス語中級総合演習ⅠB 3 フランス語中級総合演習ⅠB
3 フランス語中級会話演習Ⅰ 3 フランス語中級会話演習Ⅰ
3 中国語作文演習Ｉ 3 中国語作文演習Ｉ
3 中国語聴取法演習Ｉ 3 中国語聴取法演習Ｉ
3 中国語会話演習Ⅰ 3 中国語会話演習Ⅰ
2 自然科学実験 2 自然科学実験
2 自然科学実験法 2 自然科学実験法
6 環境人間総合科学 6 環境人間総合科学
6 アクセシビリティ科学 6 アクセシビリティ科学
5 応用行動科学 5 応用行動科学
5 文書管理論 5 文書管理論
5 環境経済論 5 環境経済論
5 脳科学 5 脳科学
5 開発経済分析論 5 開発経済分析論
4 サイエンス・スタディーズ 4 サイエンス・スタディーズ
4 公害史 4 公害史
4 学問とジェンダー 4 学問とジェンダー
4 リスク研究 4 リスク研究
4 中国語教育法Ⅱ 4 中国語教育法Ⅱ
3 中国語教育法Ⅰ 3 中国語教育法Ⅰ

表2-2-15　地域文化プログラム特別研究題目
平成24年度

・北アイルランドにおける地域性と観光の関係
・ワーキング・ホリデー制度と就労の機会　－オーストラリアを例として

・「アニメ聖地巡礼」が地域振興に与える影響と可能性－広島県竹原市と「たまゆら」を事例に
・旧福山藩領の雨乞いと「はね踊り」の研究
・文化保存の困難　―伊勢型紙の振興と保存の道を探って―
・日本人の「信じる」観研究
・近世阿波における商品流通と廻船の動き
・フェアトレードの現状と課題
・地域単位としての「山陰」の実質性と形質性―いわゆる「山陰」の今後の方向性―
・高知市・日曜市の存続と展望

平成25年度

・宿毛湾の利用と保全の現状から考える地域振興の方向性
・新聞報道におけるナショナリズム分析－尖閣諸島問題を例に
・安芸灘大橋の開通による下蒲刈島島民の暮らしの変化
・物産販売に見る地域のPR戦略の検討
・ジェンダーの視点から見る構造的暴力についての一考察―東ティモールを事例として
・福岡市の文化的都市づくりと課題―博多祇園山笠を中心に―
・現代中国における死生観とターミナルケア
・日本マンガのドラマ化の比較研究：日本・台湾・韓国を中心として
・地域活動の組織化に関する文化人類学的研究～子ども会の変化を中心として～
・地域ブランドの発展と効果　―「おしい！広島県」を事例にして―
・7.22を契機としたノルウェーの移民受け入れとその実情への考察
・フランス・パリにおけるトイレの変遷の考察－清潔・公衆衛生・下水道の視点から－
・バルザック『谷間の百合』における自然描写
・ドイツの脱原発政策とその評価
・高齢者のライフデザインに関する研究－住環境選択を中心に－
・広島観光における負の遺産の中心性―広島と長崎の事例を比較して―
・祭が育てるコミュニティ―うらじゃを事例として―
・フルーツ・チャンの映画と香港
・日本語文学から見た台湾―呂赫若を中心に
・日本古代における疫病とその対策
・日本における電力自由化の再検討－風力発電普及と併せて－
・河童の地域誌-広島県の猿猴を題材として-

題　　　　　　目

・グレーゾーンの子どもに対する支援と多様な教育のかたち－広島県における特別支援教育の事例を通して

・地域社会とサッカークラブにおける新たな協働関係の構築―高梁市とFC高梁吉備国際大学Charmeを事例と
　して―

学際科目

教職に関する科目

題　　　　　　目
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平成26年度

・IT企業誘致による地域再生　－徳島県神山町を事例として－
・タイ王国の家族計画(Family Planning)に関する一考察

・日本のヒップホップにおけるラップバトルの分析
・PC・モバイル端末の使用と高齢者のライフスタイルの変化
・日本で就労したフィリピン人女性の帰国後の経験
・地域の担い手についての考察ー愛媛県内子町の観光まちづくりを対象としてー
・世界遺産の町における学校教育と地域との関わり―宮島学園の事例
・アメリカ合衆国の治安維持機関の変遷-植民地時代から現代まで-
・中山間地域を訪れる観光客と地元住民の相互関係性―広島市湯来町多田地区―
・海の観光と環境の関係を探る
・市町村合併による住民の暮らしの変化―愛媛県松山市・旧北条市の合併の事例から―
・時間の現象学的探究～東日本大震災で被災したIさんとの出会いを導きの糸として～
・農家女性の社会関係とその変化‐朝市に参加する女性を事例に‐
・勝山市におけるエコミュージアムを活用したまちづくりの在り方

表2-2-16　地域文化プログラム  到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 1.9 2.5 2.6 2.8 3.3 2.8
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2.2 2.4 2.4 2.4 2.6 2.6
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.3 2.7 2.7 3.3 3.3 3.7
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.4 2.4 2.2 2 2.8 3.4
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

質問項目
1.    所属している主専攻プログラムの到達目標，具体的に身につく「知識・理解」及び「能力・技能」
     （学習の成果）， それらの到達状況を評価するための評価項目等が示されている説明書（詳述書）
      を読んだことがありますか。
2.    所属している主専攻プログラムの到達目標，具体的に身につく「知識・理解」及び「能力・技能」
     （学習の成果），それらの到達状況を評価するための評価項目等を理解していますか。
3.    主専攻プログラムで「知識・理解」及び「能力・技能」（学習の成果）がどの程度獲得されたか
      という到達度は，細分化された評価項目を用いて複数の授業により評価されています。
      この評価項目と授業の関係を理解していますか。
4.    授業の履修に際して，主専攻プログラムの到達目標や身につく「知識・理解」及び「能力・技能」
     （学習の成果）を意識しましたか。
5.    提供されている科目を履修することにより，主専攻プログラムが掲げている到達目標を達成
      できると思いますか。
6.    ガイダンスや個別指導等により，学生（あなた）がどの程度到達目標を達成できているかの
      状況確認や分析，今後の学習・履修等に関する指導は適切に行われたと思いますか。

表2-2-17　地域文化プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 1 0 0 0 11 12
平年25年度 1 0 1 0 20 0 22
平年26年度 2 0 0 1 9 3 15

表2-2-18　地域文化プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1

進路先名 業種小分類名

情報通信業（出版）
金融業（銀行）
小売業（その他）
学習支援業（社会・職業教育，学習塾など）

卸売業（その他）
不動産業（不動産賃貸・管理業）

株式会社 大創産業
株式会社 Wegow
株式会社 デンソーセールス
大東建物管理株式会社
株式会社 グランバー東京ラスク

小売業（その他）株式会社 ナフコ
株式会社 メディコム
株式会社 広島銀行

卸売業（飲食料品）

年度 前後期 対象
質　問　項　目

平成24年度

前期

後期

雇用形態
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員

就職
(教員以外) その他 計

平成25年度

前期

後期

年度
進学

教員

題　　　　　　目

＊評価は，以下の6項目に対する4段階評価であり，表2-2-16，2-2-20，2-2-24，2-2-28，2-2-32，2-2-36，
  2-2-40，2-2-44，2-2-48，2-2-52において共通である。

・地域資源を活用した地域再生における行政の役割―兵庫県豊岡市のコウノトリ野生復帰事業を事例として―
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一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
博士課程前期 1

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(国家) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
修士課程 1
博士課程前期 1

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
教員 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
その他 3

表2-2-19　社会文化プログラム特別研究題目
平成24年度

・高齢者にとって暮らしやすい生活環境を考える ―「C－CORE東広島」の取り組みを事例として―
・北部九州における自動車産業クラスター政策
・学校教育は貧困問題をどのように教えているのか
・高齢期における「買い物弱者」の調査研究
・「イラク戦争」と新聞報道―マスメディアの役割の再検討―

・日本社会の「格差」の変遷とマスメディアによる報道
・日本の家族の現状とドラマにみる家族の変遷
・自由意思と責任
・昭和恐慌期における大手新聞経済社説の定量的論調分析
・来日移民女性の出身背景とアスピレーション ―移民女性の挑戦心とたくましさ―
・ゲームで人を殺してはいけないのか――テレビゲームの自主規制
・現代トルコの国内問題と対外関係について
・地域ブランドと地域振興―『おぢかアイランドツーリズム』の展開を事例として―
・若者へのエコカー普及と今後の見通し
・「松江市観光の課題とその発展のために～広域連携の中で～」

TIS株式会社
株式会社 アンデルセン
株式会社 クック・チャム
積水ハウス株式会社
ユーアイ・ベルモニー株式会社

進路先名

国立大学法人広島大学総合科学研究科

国立大学法人広島大学総合科学研究科
勝山市
兵庫県
都城高等学校
株式会社 愛媛新聞社

保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む）

業種小分類名

株式会社 日立製作所
TYOグループ
広島県民共済生活協同組合
株式会社 再春館製薬所
株式会社 近畿日本ツーリスト中国四国

小売業（織物・衣服・身の回り品）
情報通信業（新聞）
卸売業（その他）
金融業（協同組織金融）
製造業（金属製品）
卸売業（各種商品(総合･貿易商社）)

情報通信業（情報サービス）
金融業（銀行）

製造業（食料品）
小売業（飲食料品）

学校教育（学校，幼稚園など）
学校教育（学校，幼稚園など）

公務（地方公務）

国立大学法人広島大学総合科学研究科

学校法人早稲田大学政治学研究科
広島県警察
高知県
南島原市
国土交通省中国地方整備局
株式会社 三井住友銀行

建設業（総合工事業（総合建設・土木工事)）

生活関連サービス業（冠婚葬祭）

株式会社 リシュラ
株式会社 福岡銀行
コトブキシーティング株式会社

進路先名

学校教育（学校，幼稚園など）
学校教育（学校，幼稚園など）
公務（警察（地方））
公務（地方公務）
公務（地方公務）
公務（国家公務）

株式会社 中国新聞社
株式会社 サンゲツ

学校教育（学校，幼稚園など）
学校教育（学校，幼稚園など）
情報通信業（情報サービス）
小売業（各種商品（百貨店･スーパー)）

国立大学法人広島大学総合科学研究科
高知大学
株式会社 両備システムズ
株式会社 エブリイ

株式会社 フランス屋

学習支援業（社会・職業教育，学習塾など）

小売業（織物・衣服・身の回り品）
金融業（銀行）
製造業（家具・装飾品）

広島信用金庫
株式会社 LIXIL
（株）ピアーズ
株式会社 GABA

雇用形態

雇用形態

正職員
正職員
正職員

正職員
正職員

正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
教員(正規)

正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員

正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員
正職員

正職員
正職員

業種小分類名

製造業（化学工業，医薬品を含む）
生活関連サービス業（旅行）
情報通信業（情報サービス）

公務（地方公務）

学校教育（学校，幼稚園など）
情報通信業（新聞）
製造業（電気機械器具）
専門・技術サービス業（広告）

シアトルコンサルティング

・日本人の「原子力観」の転換点―第五福竜丸事件と原子力平和利用キャンペーンの報道に焦点を当てて
 （1954年～1955年）―

題　　　　　　目

・原子力発電所立地計画の地域社会にもたらす影響－芦浜原発計画断念後の地域と上関原発誘致をめぐる諸問
  題－
・自然災害の復興における地域住民の果たす役割―鹿児島県出水市と熊本県水俣市の土石流災害の事例を対象
  に―
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・成人発達障害者と労働―社会が作り出した「働きづらさ」の要因―
・自動車リサイクル国際比較　～島嶼国の廃車処理制度実現に向けて～

平成25年度

・日本におけるNPOと行政のパートナーシップのあり方
・サウジアラビアの宗教政治体制における課題と展望―イスラームと「民主化」の調和―
・日本におけるベーシック・インカム構想論の特徴
・中国の社会保障制度から見る格差問題～医療保険制度に着目して～
・地元に帰ろう―鹿児島県立甲南高校ラグビー部出身者のローカル・トラック
・トルコにおける政治変動とムスリム女性
・アメリカによる原子爆弾対日使用の意思決定過程― 近の研究から―

・「子どもの貧困」と教師―学校の「抱え込み」文化の変遷と現状
・「現場の市民」としての若者たち―大学生の「政治性」と「市民性」の質的研究
・「ママサー」とはなにか
・BOPビジネスの意義と限界―グラミン雪国まいたけの事例から―

・インドにおける自動車産業の役割と日系企業
・自動車産業におけるリコールの国際比較

平成26年度

・「生活保護批判の論理―過去五年間のウェブログの分析―」
・自動車企業のエコカー戦略と普及策の国際比較
・ALS患者の語り分析　これからの在宅介護を考える
・地方大学生にとってのふるさととは－大学生の聞き取り調査から－
・死の受容と自死遺族の抱える困難―悲しみと共に生きるために
・生活困窮者と当事者組織－「なごみクラブ」の事例分析－
・日本人の社会保障観－大学生へのインタビュー調査から－
・科学者と平和―三村剛昻の残したもの―
・しまなみ地域を事例としたグリーン・ツーリズムの現状と課題
・広島市独自のホスピタリティとは　～外国人旅行客へのアンケートを通しての一考察～
・「効果のある学校」を求めて－広島県内小学校の調査分析－

表2-2-20　社会文化プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2.8 3.1 2.8 2.4 2.8 2.7
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2.4 2.8 2.9 2.3 3.1 2.9
 部局 2.2 2.3 2.4 2.3 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.9 2.7 2.6 2.3 2.9 2.6
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.4 2.6 2.1 2.1 2.9 2.4
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-21　社会文化プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 1 0 1 1 14 3 20
平年25年度 3 0 1 0 9 2 15
平年26年度 1 0 0 0 10 0 11

表2-2-22　社会文化プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1

年度 前後期 対象
質　問　項　目

平成24年度

前期

後期

平成25年度
前期

後期

Ｋビジョン株式会社 情報通信業（放送） 正職員
株式会社 商工組合中央金庫 金融業（協同組織金融） 正職員
ＮＴＴマーケティングアクト中国株式会社 情報通信業（通信） 正職員

年度
進学

教員
就職

(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態

株式会社 クリーク・アンド・リバー社 専門・技術サービス業（会計事務所・コンサルタント） 非常勤職員(正職員と同じ勤務形態)

ルートイングループ 宿泊業 正職員
日本赤十字社広島県支部 医療業 正職員

株式会社 東京流通センター 不動産業（不動産賃貸・管理業） 正職員
小西医療器株式会社 卸売業（電気・機械器具） 正職員
マツダ株式会社 製造業（自動車，輸送機械器具） 正職員

題　　　　　　目

題　　　　　　目

・若年者雇用問題～企業が若者に求める「能力」と実際に若者が身につけている「能力」のミスマッチ～

・東日本大震災・福島第一原発事故に関するマスメディアの報道―リスクが潜在している状況をどう伝えるか―
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一般企業 1
教員 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
修士課程 1
博士課程前期 1
その他 3

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1
博士課程前期 3
その他 2

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1

表2-2-23　人間文化プログラム特別研究題目
平成24年度

・吉野弘論－樹木詩をめぐって－
・ヒト胚の道徳的地位をめぐる考察
・「いき」に関する考察－江戸から現代へ受け継がれる美意識－
・AKB48と『AKB49』－女性アイドルと男性ファン－
・17世紀オランダヤン・ステーン画における女性表象の考察
・「腰巻き」の美学―本の装丁と帯の歴史―
・ヒッチコック映画に見る「視線」を通したサスペンスの考察―『マーニー』を中心に―
・デジタル化するミュージアム―現況とその可能性の考察
・ファションにおける『アリス』モチーフの採用動機
・サンタクロース文化の受容史～「ブラックサンタ」の存在と変遷～
・『中國新聞』はどんな原爆報道写真を載せてきたのか　―8月6日・7日の紙面を読む―

平成25年度

・宮崎駿と原作について
・第二次世界大戦下の日本におけるスローガン
・輸血、献血の歴史と今後の課題～輸血、献血に対する違和感と必然性～
・菊人形の研究
・球体関節人形の美学的考察―身体性という視座から―
・日本における国際芸術祭～サイト・スペシフィック・アートに注目して～

平成26年度

・平成の映画から見る、昭和ノスタルジア
・映画における小道具の役割
・〈幻想的なるもの〉の精神史－造形と文学の交叉－
・「内なる優生思想」とどのように向き合うか―「自己決定権」をめぐって―

・安部公房論－その生涯を一貫した内的連関性において捉える試み－
・巡礼の現代化

大阪府 公務（地方公務） 正職員
福岡県 公務（地方公務） 正職員
島根県 公務（地方公務） 正職員

株式会社 オン・ザ・プラネット その他のサービス業（他に分類されないもの） 正職員
大阪府教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)
長崎市 公務（地方公務） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
富士通株式会社 製造業（情報通信機械器具） 正職員
株式会社 ドン・キホーテ 小売業（その他） 正職員

東京大学総合文化研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

日本生命保険相互会社 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 正職員
広島市 公務（地方公務） 正職員
愛媛県 公務（地方公務） 正職員

西日本高速道路株式会社 建設業（総合工事業（総合建設・土木工事)） 正職員
三菱自動車工業株式会社 製造業（自動車，輸送機械器具） 正職員
株式会社 レデイ薬局 小売業（その他） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
日本航空株式会社 運輸業（航空） 正職員

鹿児島市 公務（地方公務） 正職員
学校法人北海道大学政策大学院 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

広島中央農業協同組合 金融業（協同組織金融） 正職員
テルモ山口株式会社 製造業（業務用機械器具(事務用･精密･医療用機械器具）） 正職員
リコージャパン株式会社 卸売業（電気・機械器具） 正職員

株式会社 広島銀行 金融業（銀行） 正職員
興和創薬株式会社 製造業（化学工業，医薬品を含む） 正職員
株式会社 愛媛銀行 金融業（銀行） 正職員

国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

伊藤忠商事株式会社 卸売業（各種商品(総合･貿易商社）） 正職員
佐賀県 公務（地方公務） 正職員
長崎県 公務（地方公務） 正職員

題　　　　　　目

題　　　　　　目

題　　　　　　目

・メタシアターの定義“シェイクスピア『ハムレット』、如月小春『ロミオとフリージアのある食卓』比較よ
  り”
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・オーストラリア原住民アボリジニ　―“ドリーミング”のかたち
・中学校武道必修化の意義とその背景に関する考察
・野田秀樹『オイル』から見るヒロシマ－演劇による＜戦争＞表象の可能性－

表2-2-24　人間文化プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2.7 2.4 2.3 2.4 2.7 2.1
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2.7 2.3 2.3 2.3 2.7 2
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2 1.6 1.6 1.2 2.2 2
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2 1.6 1.6 1.8 2.4 1.8
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-25　人間文化プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 1 0 1 0 7 2 11
平年25年度 1 0 0 0 5 0 6
平年26年度 1 0 1 0 4 4 10

表2-2-26　人間文化プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
その他 2

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
博士課程前期 1

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
博士課程前期 1
専門職学位課程 1
その他 4

表2-2-27　言語文化プログラム特別研究題目
平成24年度

・GENDER DIFFERENCES IN ENGLISH AND JAPANESE英語と日本語におけるジェンダー差について
・民族共生の課題と展望―マオリ・パケハ間の共生の歴史―
・A comparison of translating ambiguous expressions from Japanese into English and Chinese 
  -訳しにくい日本語表現の中国語、英語との比較-
・日米における対人距離・空間の比較分析
・ドイツと日本、有機農業の発展と現状～有機農業発展の可能性に関する考察～

年度 前後期 対象
質　問　項　目

平成24年度

前期

後期

進路先名 業種小分類名 雇用形態
有限会社 マグリット 生活関連サービス業（冠婚葬祭） 正職員
株式会社 平和堂 小売業（各種商品（百貨店･スーパー)） 正職員

平成25年度

前期

後期

年度
進学

教員
就職

(教員以外) その他 計

アース製薬株式会社 製造業（化学工業，医薬品を含む） 正職員
中国税理士会事務局 専門・技術サービス業（会計事務所・コンサルタント） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

西條商事株式会社 小売業（各種商品（百貨店･スーパー)） 正職員
青山商事株式会社 小売業（織物・衣服・身の回り品） 正職員
パナソニック株式会社 製造業（電気機械器具） 正職員

株式会社 富士通システムズ・ウエスト 情報通信業（情報サービス） 正職員
イオンクレジットサービス株式会社 金融業（金貸業，クレジットカード業等非預金信用機関） 正職員
株式会社 富士通システムズ・ウエスト 情報通信業（情報サービス） 正職員

国立大学法人大阪大学文学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

進路先名 業種小分類名 雇用形態

進路先名 業種小分類名 雇用形態
大和リビング株式会社 不動産業（不動産賃貸・管理業） 正職員
株式会社 オリエンタルランド 娯楽業 非常勤職員(正職員と違う勤務形態)

株式会社 三井住友銀行 金融業（銀行） 正職員
三井住友信託銀行株式会社 金融業（銀行） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

国立大学法人東京大学法学政治学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

株式会社 JTB中国四国 生活関連サービス業（旅行） 正職員
株式会社 もみじ銀行 金融業（銀行） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

題　　　　　　目

-59-



・DIFFICULTIES IN MASTERING ADJECTIVE ORDER IN ENGLISH NOUN PHRASES FOR JAPANESE EFL STUDENTS
  /英語の名詞句における形容詞の語順規則の習得に関する日本人学生の抱える困難
・コーパスを用いた現代イギリス英語における性差の研究―語彙と表現の観点から―
・フランス語の不定代名詞onについて -『星の王子さま』を中心に-
・『山の音』とThe Sound of the Mountainは違う作品か。
・日米間コミュニケーションにおけるプライバシーとプロクセミクス
・英日同時通訳における訳出方略の分析
・CAREER-BUILDING EDUCATION AND JOB HUNTING SUPPORT FOR CHINESE OVERSEAS STUDENTS
  －中国人留学生のためのキャリア教育と就職活動支援
・Japanese loanwords in English 英語における日本語からの借用語
・THE INFLUENCE OF ATTITUDINAL FACTORS ON WTC IN AN EFL CONTEXTEFL
　環境における学習者の態度とコミュニケーション意欲の関係についての研究

平成25年度

・被害を表す前置詞ONの認知言語学的考察
・日本語述語の「タ」形に関する認知言語学的研究
・日本の出生率低迷の謎～日米仏における出生率と文化的背景の違い～
・中国語における対義並列語について―語素の配列順序の決定要因の分析から―
・ドイツ語動詞の使用頻度の分析―教科書を中心に―
・ネット時代における新聞の役割とその未来～日米を比較して～
・辞書の価値に関する研究
・DOES LINGUISTIC KNOWLEDGE OVERRIDE THE EFFECT OF TOPIC FAMILIARITY?
　言語的知識によって背景知識の影響を乗り越えられるか?
・中国語における日本企業会社名の表現方法の分析
・静態存在文における"V着"と"V了"の互換について
・ウディ・アレン監督作品の魅力―アニー・ホールとマンハッタンの比較分析―
・中国語における日本語「屋」の受容と変容について
・イ・チャンドン映画研究～「個人と集団」「もう一人」の構図から浮かび上がらせる人間の姿～
・若者語創造過程における和製英語の使用
・新語発生のメカニズム―優男（やさお）は本当に優しい男なのか―
・恥の意識と罪の意識の身体接触の日米比較
・Study Abroad Programs for Japanese University Students: Opportunities and Limitations
　日本人大学生のための留学プログラム：留学の機会と制限要因
・THE EFFECTS OF SHADOWING ON RECOGNITION SPEED OF COLLOCATIONS
　(シャドーイングがコロケーションの認識速度に与える効果）

平成26年度

・Characteristics of Written Recall Performance in English Among Japanese EFL Learners

・日本人英語学習者のプロソディー習得におけるシャドーイングの有効性について

・The role of L1 and L2 in third language pragmatics
・日米の格差社会比較－格差比較からみる今後の日本－
・Voilaの機能とフランス語話し言葉における無題文
・不登校児童に対する取り組みの国際比較
・中国語の量詞“个”の文法的機能に関する考察
・翻訳にみられる日英語の受身文の考察
・<事態把握>における<好み>の研究－映画スクリプトの日英語比較を通して－
・The interaction between the lexical aspect of verbs and the functions of English Present Perfect
・日英ことわざ比較から考察する家族観・親子観の相違
・日本語になった所有格「my(マイ)」
・前置詞ofの意味と用法について－所有表現との比較を中心に－
・日米企業文化比較－労使関係の視点から－
・間主観性の意味論－「いったい」の意味はいったい何なのか－

・THE EFFECT OF INSTRUCTION ON DISTINCTION BETWEEN IF AND WHEN ifとwhenの使い分けにおける明示的指導
  の効果

題　　　　　　目

・The Transfer of null subjects　and null objects in third lanugage learning: a case of Japanese
  and French

・The influence of L1 WTC and affective filter on L2 learning.第二言語学習における母語のWTCと情緒
  フィルターの影響

・日本におけるマリー・アントワネットのイメージ生成－『ベルサイユのばら』のマリー・アントワネット表
  象を通して－

題　　　　　　目

・WRITTEN CORRECTIVE FEEDBACK ON L2 WRITING BY JAPANESE TEACHERS OF ENGLISH AND NATIVE SPEAKERS OF
  ENGLISH日本人英語教師と母語話者によるライティングに対する訂正フィードバックの研究
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表2-2-28　言語文化プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2.2 2.1 2.4 2.4 2.8 2.6
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2.2 2 2.2 2.4 2.8 2.4
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.6 2.8 2.5 2.7 3.3 3
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.5 2.3 2.5 2.3 3.5 3.3
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-29　言語文化プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 0 1 0 2 12 0 15
平年25年度 1 0 1 1 15 1 19
平年26年度 0 2 2 1 10 3 18

表2-2-30　言語文化プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
教員 1
教員 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
教員 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
その他 1

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1

年度 前後期 対象
質　問　項　目

就職
(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態
西鉄エアサービス株式会社 運輸業（航空） 非常勤職員(正職員と同じ勤務形態)

平成24年度

前期

後期

平成25年度

前期

後期

年度
進学

教員

西日本電信電話株式会社 情報通信業（通信） 正職員
株式会社 ケミトックス 専門・技術サービス業（検査･計量） 正職員
株式会社 個別指導塾スタンダード 学習支援業（社会・職業教育，学習塾など） 正職員

住友ベークライト株式会社 製造業（プラスチック製品） 正職員
株式会社 武蔵野香料化学研究所 製造業（食料品） 正職員
大王海運株式会社 運輸業（水運） 正職員

JFE商事株式会社 卸売業（建築材料，化学・鉱物・金属材料等） 正職員
広島県教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 臨時的任用教員（常勤）

広島県立庄原格致高等学校 学校教育（学校，幼稚園など） 非常勤講師

株式会社 エイチ・アイ・エス 生活関連サービス業（旅行） 正職員
株式会社 鴎州コーポレーション 学習支援業（社会・職業教育，学習塾など） 正職員
日新運輸株式会社 運輸業（運輸付帯サービス） 正職員

中国電力株式会社 電気業 正職員
タマホーム株式会社 建設業（総合工事業（総合建設・土木工事)） 正職員
株式会社 富士通システムズ・イースト 情報通信業（情報サービス） 正職員

宮崎市 公務（地方公務） 正職員
国立大学法人広島大学国際協力研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

進路先名 業種小分類名 雇用形態

株式会社 ニヤクコーポレーション 運輸業（道路貨物運送） 正職員
西日本旅客鉄道株式会社 運輸業（鉄道） 正職員
株式会社 西京銀行 金融業（銀行） 正職員

山口大学 学校教育（学校，幼稚園など） 正職員
丸紅情報システムズ株式会社 情報通信業（情報サービス） 正職員
国立大学法人広島大学 学校教育（学校，幼稚園など） 非常勤職員(正職員と同じ勤務形態)

東洋証券株式会社 金融業（金融商品取引，商品先物取引） 正職員
広島県教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)
広島市 公務（地方公務） 正職員

山九株式会社 運輸業（道路貨物運送） 正職員
西日本旅客鉄道株式会社 運輸業（鉄道） 正職員
NECシステムテクノロジー株式会社 情報通信業（情報サービス） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
株式会社 アパマンショップホールディングス 不動産業（不動産賃貸・管理業） 正職員

宮崎市 公務（地方公務） 正職員
一橋大学商学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

株式会社 日立製作所 製造業（電気機械器具） 正職員

株式会社 三井ハイテック 製造業（電子部品・デバイス・電子回路） 正職員
独立行政法人 日本貿易振興機構 その他のサービス業（政治・経済・文化団体） 正職員
株式会社 近畿日本ツーリスト中国四国 生活関連サービス業（旅行） 正職員
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一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
外国留学 1
教員 1
公務員(地方) 1
専門学校 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
その他 1

表2-2-31　行動科学プログラム特別研究題目
平成24年度

・加害者との人間関係が寛容性に及ぼす影響についての検討
・環境特許取得数が企業業績に及ぼす影響に関する研究
・日中の短時間仮眠における脳波活動と回復効果の関連性
・ペットロスにおける擬人化の影響と個人特性との関係について
・平成の大合併と地方自治‐松前町と伊予市を一例に‐
・少子高齢化による家計消費の変化
・非明示的拒絶場面における依存の適応・不適応の検討
・脳波を用いた動画に対する興味の客観的評価
・大学生の生活習慣と自己効力感
・TPP参加による日本国内における水稲作への影響
・他者の観察が動機づけの志向性に及ぼす影響
・高サイコパシー傾向者のコミュニケーションスタイルの検討
・恋人間における望まない性行為を防止する要因の検討
・他者想起が脅威刺激の評定に及ぼす影響
・音楽の高級感が人の価格評価に与える影響

平成25年度

・日本の年金制度の展望～OSUモデルによる積立金のシミュレーション～
・イメージ想起中のラムダ反応に関する検討
・性格特性と職場環境の関連がワークストレスに及ぼす影響の検討
・アジア諸国民の価値観と経済発展の関係性についての考察
・職場におけるネガティブ・フィードバックの両価性を規定する要因の検討
・睡眠時間の延長が道徳的判断に及ぼす影響
・BGMが待ち時間における苛立ち・不安に及ぼす影響
・夢見における学習体験とジャグリング学習の対応性の検討
・社会的痛みに対するレム睡眠の情動調整効果の検討
・NMDA受容体拮抗薬の投与がラットの持続時間再生課題に及ぼす影響
・人間関係構築における共食の効果に関する研究
・名前ステレオタイプが印象形成に及ぼす影響の検討
・小野増平関係文書の研究
・親しい人間関係が他者への非人間化に及ぼす影響についての検討
・対人満足度と物質主義的価値観および消費行動との関連
・夢聴取質問紙の作成に関する研究
・かわいい動物の写真を見ることが社会的な認知や行動に及ぼす効果
・文字フォントが単語の意味処理に与える影響
・就職活動中の学生に対するソーシャルサポートの効果に関する研究
・自閉症モデルマウス(pat/Dp+)の社会行動異常に対する薬物効果の検討
・大学生における自閉症傾向が他者に関する認知や将来に関する認知に与える影響
・大学生の対人場面における過剰適応行動と親密さとの関連について
・愛着のあるモノに対する事象関連電位
・企業不祥事に対する責任判断に関する研究
・開発指標と経済指標の比較によるアフリカ諸国の包括的発展の分析

平成26年度

・防衛的悲観主義者の対人場面における適応性
・座位姿勢の違いが仮眠内容とその効果に及ぼす影響
・ラットにおける安定的な遅延調整課題の検討
・集団メンバーの信頼感を高めるリーダー行動の検討
・イメージ中の視点と情動の生理的背景に関する研究
・インターネット上のコミュニティの心理的機能に関する研究
・タッチスクリーンを用いたラットの運動方向弁別課題の検討
・服装の組み合わせの感性的判断に対応する事象関連電位
・フラストレーションが認知処理に及ぼす影響

株式会社 USEN 情報通信業（放送） 正職員
株式会社 中国新聞社 情報通信業（新聞） 正職員

大阪府教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)
広島県 公務（地方公務） 正職員
フェローアカデミー

国分株式会社 卸売業（飲食料品） 正職員
川崎重工業株式会社 製造業（自動車，輸送機械器具） 正職員

国立大学法人広島大学国際協力研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

名古屋大学国際言語文化研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学国際協力研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人大阪大学言語文化研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

題　　　　　　目

題　　　　　　目

題　　　　　　目
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・党内の派閥化による民主党政権の問題～代表選出選挙を中心に～
・仮想的有能感における攻撃行動に承認欲求が与える影響
・細川政権の国民福祉税構想に関する一考察
・平成の大合併はまちづくりにどのような影響を与えたか　～東広島市を事例として～
・睡眠習慣が大学生の抑うつに及ぼす影響
・2020東京五輪開催に伴う経済効果の測定とその開催の是非
・集団環境とジェンダーの自己ステレオタイプ化に関する研究
・市町村合併と地方自治体の今後の展望‐北海道岩見沢市と北海道伊達市を事例として‐
・リーダーの公正さがフォロワーの罰の受容に及ぼす影響
・沖縄返還交渉における日米外交外務省ルートとバック・チャネルの連関について
・朝食の摂取が午前中のパフォーマンスに及ぼす影響
・事象関連電位を用いた睡眠中の運動学習促進に関する検討
・明晰夢の実態調査，及び明晰夢時の時間計測中の脳活動の検討
・擬人化がかわいい感情と向社会性に及ぼす効果
・レム睡眠中の情動記憶固定過程に関する検討
・ドイツにおける経済変数がパフォーマンスに与える影響についての研究
・二度寝による睡眠内容・起床後の状態への影響
・日本の年金制度の将来
・リーダーシップの共有を促進する要因に関する検討
・戦中期における東条内閣の再検討

表2-2-32　行動科学プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2.3 2.5 2.3 2.5 2.9 2.9
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2.5 2.4 2.5 2 3.1 2.4
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.5 2.4 2.5 2.2 3 2.7
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.8 2.7 2.8 2.6 3.2 2.9
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-33  行動科学プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 3 1 1 0 8 2 15
平年25年度 1 1 2 1 18 2 25
平年26年度 5 1 0 0 21 2 29

表2-2-34  行動科学プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1
博士課程前期 3
博士課程前期 1
その他 2

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1

年度 前後期 対象
質　問　項　目

就職
(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態
株式会社 ミゾタ 製造業（はん用機械器具(ボイラ･一般産業用機械器具)） 正職員

平成24年度

前期

後期

平成25年度

前期

後期

年度
進学

教員

西日本電信電話株式会社 情報通信業（通信） 正職員
株式会社 マイナビ 情報通信業（出版） 正職員
社会福祉法人 光葉会 社会保険・社会福祉・介護事業 正職員

株式会社 友和 卸売業（その他） 正職員
パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社 情報通信業（情報サービス） 正職員
株式会社 香川銀行 金融業（銀行） 正職員

国立大学法人広島大学教育学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

進路先名 業種小分類名 雇用形態

福山市 公務（地方公務） 正職員
一橋大学商学研究科　 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

イオンリテール株式会社 小売業（各種商品（百貨店･スーパー)） 正職員
IDEC株式会社 製造業（電気機械器具） 正職員
株式会社 オプト 専門・技術サービス業（広告） 正職員

エムエスティ保険サービス株式会社 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 正職員
三菱食品株式会社 卸売業（飲食料品） 正職員
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 正職員

株式会社 大分銀行 金融業（銀行） 正職員
株式会社 三菱東京ＵＦＪ銀行 金融業（銀行） 正職員
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一般企業 1
一般企業 1
教員 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
その他 2

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(国家) 1
博士課程前期 5
博士課程前期 1
その他 2

表2-2-35　スポーツ科学プログラム特別研究題目
平成24年度

・タウリンの経口摂取が運動に伴うNa
+
-K

+
-ATPase活性の変化に及ぼす影響

・練習スケジュールの違いが投動作の補償関係に及ぼす影響
・ボールリフティング熟練者における前脛骨筋支配一次運動野の可塑的変化について
・脳内のドーパミンが温暖環境下における持久的運動能力及び体温調節反応に及ぼす影響
・天井の高低がバドミントンのスマッシュ動作に及ぼす影響
・運動部活動の組織構造に関する研究－P.F.ドラッカーの『マネジメント』の観点から－
・カテキン摂取量の違いが運動時脂質代謝に及ぼす影響
・カープ戦来場者の観戦動機
・タウリンの経口摂取が運動後の回復過程における筋小胞体の機能に及ぼす影響
・アダプティブローイング普及のための基礎的研究-実施者の実態調査と今後の課題について-
・女子大学生の痩身願望及び理想体重に関する研究～スポーツ活動に着目して～
・アイススラリー摂取が温暖環境下における間欠的運動能力に及ぼす影響
・Paired associative stimulation後の皮質内抑制回路の変化について

・タウリン経口摂取が運動後における筋小胞体Ca
2+
-ATPaseの酸化的修飾に及ぼす影響

・運動課題遂行時の意思決定におけるプロスペクト理論の検証

平成25年度

・オーラプテン摂取が有酸素運動時の脂質代謝に及ぼす影響
・カフェイン及びアイススラリーの摂取が暑熱環境下における持久的運動パフォーマンスに及ぼす影響

・ホノキオールの経口摂取が安静時および運動中における筋小胞体Ca
2+
-ATPaseの酸化的修飾に及ぼす影響

・戦術的ピリオダイゼーションとその応用可能性に関する研究

・筋収縮後における筋小胞体Ca
2+
-ATPase活性増加のメカニズム-遅筋線維について-

・身体活動量の違いが暑熱順化による発汗機能及び運動パフォーマンスに与える影響
・競技中における「気持ちが切れた」心理状態

キリンビバレッジ株式会社 製造業（飲料・たばこ・飼料） 正職員
学校法人瀬戸内学園　広島県瀬戸内高等学校 学校教育（学校，幼稚園など） 臨時的任用教員（常勤）

広島市 公務（地方公務） 正職員

東京海上日動火災保険株式会社 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 正職員

三次市 公務（地方公務） 正職員
愛媛県 公務（地方公務） 正職員
熊本県 公務（地方公務） 正職員

広島市 公務（地方公務） 正職員
東広島市 公務（地方公務） 正職員
天草市 公務（地方公務） 非常勤職員

国立大学法人広島大学 総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学国際協力研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

和歌山県警察 公務（警察（地方）） 正職員
東京学芸大学教育学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人筑波大学図書館情報メディア研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

株式会社 ジャパネットホールディングス 小売業（無店舗） 正職員
イオンリテール株式会社 小売業（各種商品（百貨店･スーパー)） 正職員
株式会社 神戸屋 製造業（食料品） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
中国電力株式会社 電気業 正職員
株式会社 イズミ 製造業（非鉄金属） 正職員

日本製粉株式会社 製造業（食料品） 正職員
株式会社 KG情報 情報通信業（出版） 正職員
株式会社 九州リースサービス 物品賃貸業 正職員

呉信用金庫 金融業（協同組織金融） 正職員
株式会社 マイナビ 情報通信業（出版） 正職員
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 正職員

日本銀行 金融業（銀行） 正職員
西日本高速道路エンジニアリング中国株式会社 建設業（総合工事業（総合建設・土木工事)） 正職員
株式会社 ヤマサキ 製造業（化学工業，医薬品を含む） 正職員

学校法人河合塾 学習支援業（社会・職業教育，学習塾など） 正職員
ＮＴＴビジネスソリューションズ株式会社 情報通信業（情報サービス） 正職員
株式会社 りそなホールディングス 金融業（金融商品取引，商品先物取引） 正職員

国土交通省　航空保安大学校 公務（国家公務） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学国際協力研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

株式会社 サンゲツ 卸売業（その他） 正職員
株式会社 三井住友銀行 金融業（銀行） 正職員
三井住友信託銀行株式会社 金融業（銀行） 正職員

題　　　　　　目

題　　　　　　目
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・緑茶抽出物摂取が持久的運動パフォーマンスに与える影響
・運動直後における積極的休息と冷水浴の至適な実施順序
・シッティングバレーボールの体験が大学生の「障害」のイメージに与える影響

平成26年度

・バスケットボールのジャンプシュートにおけるボールミートの効果―打点高とシュート所要時間に着目して―
・高齢者における過去の運動習慣と身体活動量及び病歴との関係
・低頻度疲労発生時の筋小胞体Ca2+放出機能の変化
・脊髄損傷者の不随意痙攣が麻痺筋肉量に及ぼす影響
・熱刺激によるプレコンディショニングが筋の疲労耐性に及ぼす影響

・筋グリコーゲン量の増加が筋小胞体Ca
2+
-ATPase機能に及ぼす影響

・マウスリンスが持久的運動能力およびペーシングに及ぼす影響
・アイススラリー摂取および頸部冷却の組み合わせが温暖環境下における持久的運動能力に及ぼす影響
・ウォーミングアップ前後のアイススラリー摂取が体温調節反応および持久的運動能力に及ぼす影響
・障害疑似体験によるインクルーシブ・スポーツ実施が障害理解に与える影響
・バドミントンの試合における心理状態と競技成績

表2-2-36　スポーツ科学プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2 1.9 1.9 2.1 2.9 2.6
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 1.9 2.3 2.3 2.3 3.3 3
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.2 2.5 2.2 2 3.2 2.5
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.3 2 2 2.3 3 3
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-37　スポーツ科学プログラム卒業生の進路状況（人）
進学

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 3 0 0 0 11 1 15
平年25年度 3 0 0 0 7 0 10
平年26年度 2 0 0 0 9 0 11

表2-2-38　スポーツ科学プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 3
その他 1

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
博士課程前期 3

平成25年度

前期

後期

年度 教員
就職

(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態

年度 前後期 対象
質　問　項　目

平成24年度

前期

後期

兵庫県信用農業協同組合連合会 金融業（協同組織金融） 正職員
株式会社 エネルギア・コミュニケーションズ 情報通信業（通信） 正職員
株式会社 ダルトン 卸売業（電気・機械器具） 正職員

中国電力株式会社 電気業 正職員
キリンビバレッジ株式会社 製造業（飲料・たばこ・飼料） 正職員
株式会社 山陰合同銀行 金融業（銀行） 正職員

西都市 公務（地方公務） 正職員
松山市 公務（地方公務） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

大塚製薬株式会社 製造業（化学工業，医薬品を含む） 正職員
関西電力株式会社 電気業 正職員
積水ハウス株式会社 建設業（総合工事業（総合建設・土木工事)） 正職員

坂本電気工事株式会社 建設業（設備工事業(電気･機械設備)） 正職員
東京海上日動火災保険株式会社 保険業（保険媒介代理業，保険サービス業を含む） 正職員
株式会社 中国放送 情報通信業（放送） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
北海道信用農業協同組合連合会 金融業（協同組織金融） 正職員

富士通株式会社 製造業（情報通信機械器具） 正職員
株式会社 広島東洋カープ 娯楽業 正職員
ヤマト運輸株式会社 運輸業（道路貨物運送） 正職員

題　　　　　　目

国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
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平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 2

表2-2-39　生命科学プログラム特別研究題目
平成24年度

・両生魚トビハゼの脳地図作成
・ラットにおける視床下部新規神経ペプチドの生理機能の解明―単回投与及び抗体中和による効果―
・オーファンペプチドCARTにおける新規受容体の探索

・FMRFamide作動性Na
+
チャネルのポア外縁部に存在する陰性リングの機能

・ニワトリの脳におけるヒスタミン合成酵素の同定と視床下部新規神経ペプチドとの相関に関する研究
・アフリカツメガエル変態におけるvitellogenin合成可能肝細胞の誕生の制御について
・海馬におけるメチル水銀毒性発現様式とエストラジオールによる保護効果
・アフリカツメガエル変態における肝細胞の死と増殖の制御についての研究
・オーファン受容体BRS-3の代替リガンド及びBRS-3.5の内在性リガンド探索
・ラットにおける視床下部新規神経ペプチドの生理機能の解明―慢性投与による効果―
・ステロイドホルモンによるミクログリアの活性化抑制作用

平成25年度

・ツメガエルのトランスポゾンKolobokの転移酵素の大腸菌による発現系の構築
・ツメガエルのトランスポゾンKolobokの転移酵素の機能解析
・キンギョの呼吸関連ニューロンの活動
・ヒト副腎皮質細胞におけるレチノイドの作用
・神経毒により誘導されるアストロサイトの神経栄養因子放出とその保護作用
・CaMキナーゼホスファターゼ認識部位を導入可能な蛍光基質の分子設計
・RGSのGPCRシグナル調節機構の解析
・融合型光受容膜を示す11のspam様変異体の解析
・海馬歯状回における貫通線維入力の修飾
・CaMキナーゼホスファターゼとニューロフィラメントLの相互作用：結合による機能的変化の解析
・骨髄性白血病に関係する機能不明のノンコーディングRNAの研究
・MCHR1における自己リン酸化機構の解析

平成26年度

・1次繊毛における摂食関連受容体MCHR1の生理的役割
・瀬戸内海産無腸動物P.naikaiensisの実験動物化に関する研究
・鰓蓋外転筋の活動を指標としたキンギョ呼吸リズムの解析
・ショウジョウバエ視細胞におけるRab6,Rab10とそのGEFの機能解析
・ニワトリの脳におけるニューロメディンBのmRNA発現解析
・レチノイドX受容体アゴニストのステロイド合成酵素発現と神経障害に及ぼす影響
・トランスジェニックマウスを用いた新規視床下部分泌性小タンパク質の機能解析
・MCHR1におけるインターナリゼーション機構の解析
・SyndapinによるSubapical differentiationの分子機構解析
・蛍光検出円二色性(FDCD)分光法における構造-スペクトル相関の研究
 －トリプトファン含有オリゴペプチドによる解析－

表2-2-40　生命科学プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2.3 2 2.4 2 2.5 2.3
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2.5 2.3 2.3 1.8 3 2.5
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7

komudekku 情報通信業（インターネット附随サービス） 正職員
クラタクリエイト 卸売業（その他） 正職員
株式会社 エネルギア・コミュニケーションズ 情報通信業（通信） 正職員

JTB国内旅行企画 生活関連サービス業（旅行） 正職員

年度 前後期 対象
質　問　項　目

平成24年度

前期

後期

題　　　　　　目

株式会社 サンゲツ 卸売業（その他） 正職員
株式会社 ブリヂストンＩＰＨ 卸売業（建築材料，化学・鉱物・金属材料等） 正職員
株式会社 九州マツダ 小売業（電気・機械器具） 正職員

題　　　　　　目

題　　　　　　目

株式会社 鹿児島銀行 金融業（銀行） 正職員
豊橋市 公務（地方公務） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

進路先名 業種小分類名 雇用形態
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 本プログラム 2.2 2.6 3 2.4 2.8 2.8
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 2.3 2.3 3 2.3 3 3.3
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-41　生命科学プログラム卒業生の進路状況（人）
進学
自研究科 他研究科 他大学

平年24年度 7 0 0 1 3 0 11
平年25年度 6 0 0 2 4 0 12
平年26年度 9 0 0 0 1 0 10

表2-2-42　生命科学プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1

1
一般企業 1
教員 1
博士課程前期 7

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
教員 1
教員 1
博士課程前期 6

平成26年度
進路区分 人数

公務員(地方) 1
博士課程前期 9

表2-2-43　数理情報科学プログラム特別研究題目
平成24年度

・点渦の幾何学的配置とその安定性
・カラー特徴と形状特徴を用いた絵画の画像の自動判別
・空気中を落下する円錐形物体の数理解析
・無限次拡大のガロア理論
・多様体の例と基礎的概念

平成25年度

・スペクトラム特徴を用いた機械学習による楽器音識別
・不動産物件の選別手法データベース情報と口コミ情報を統合した空間オブジェクトの選別
・経験カーネル特徴に基づく識別に有効な特徴の再構成
・2独立変数2階偏微分方程式の型の微分式系による考察
・マルコフ連鎖による破産問題
・ソーシャルネットワーク上のアクセス履歴と空間情報を利用した分析と応用
・大規模離散時間システムにおける非線形行列方程式を解くためのニュートン法
・数理ファイナンスにおける確率モデル

平成26年度

・異なる状況で撮影した画像中の人物が同じかどうかの判定法の性能評価
・Support Vector Machineを用いた切り絵風画像生成
・非線形行列方程式を解くための不動点アルゴリズムの開発
・定曲率空間における正多面体について
・オブジェクト検出の認識率および誤認識率の関係による精度検証
・至るところ微分不可能な連続関数について
・微生物遊泳時の流れ構造解析と長時間挙動の統計モデル
・感染症モデルを例とした漸化式の有用性の検証と高校生への指導
・測度論による確率論の基礎付けについて

平成25年度

前期

後期

一般財団法人 化学及血清療法研究所 製造業（化学工業，医薬品を含む） 非常勤職員(正職員と違う勤務形態)

株式会社 広島銀行 金融業（銀行） 正職員
広島県教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)

年度 教員
就職

(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態
株式会社 メガネトップ 小売業（その他） 正職員

久光製薬株式会社 製造業（化学工業，医薬品を含む） 正職員
株式会社 東京スター銀行 金融業（銀行） 正職員
ジーエルサイエンス株式会社 製造業（業務用機械器具(事務用･精密･医療用機械器具）） 正職員

国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

進路先名 業種小分類名 雇用形態
日本食研ホールディングス株式会社 製造業（食料品） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
宇部市 公務（地方公務） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

題　　　　　　目

題　　　　　　目

題　　　　　　目

京都府教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)
岡山県教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
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表2-2-44　数理情報科学プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 1.7 2 1.7 1.7 2.3 2.7
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 1.8 2.3 2.3 2.3 2.8 2
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 3 3.3 3 2.7 3 3
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム

 部局
 全学

表2-2-45　数理情報科学プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 0 3 0 0 1 1 5
平年25年度 1 0 0 3 4 0 8
平年26年度 0 2 0 1 2 4 9

表2-2-46　数理情報科学プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
博士課程前期 2
博士課程前期 1
その他 1

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
教員 1
教員 1
教員 1
博士課程前期 1

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
教員 1
自営(起業を含む) 1
博士課程前期 1
博士課程前期 1
その他 4

表2-2-47 　総合物理プログラム特別研究題目
平成24年度

・シミュレーションによるグラファイトの構造の研究
・分子動力学法によるカルシウムの融解曲線
・量子エンタングルメントと状態変換

平成25年度

・卒業生なし

平成26年度

・分子動力学シミュレーションによる非ニュートン流体の粘性の研究
・鉄セレン層状超伝導体の走査トンネル顕微鏡(STM)による研究
・アミノ酸を含む生命モデルの構築と検証―自発的界面活性生成メカニズムの研究―
・水‐メタノール混合系の超音波速度測定
・油脂混合物における分子化合物の構造形成過程の解明

年度
進学

教員
就職

(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態

年度 前後期 対象
質　問　項　目

平成24年度

前期

後期

平成25年度

前期

後期

進路先名 業種小分類名 雇用形態
愛媛県信用農業協同組合連合会 金融業（協同組織金融） 正職員

エキスパート 学習支援業（社会・職業教育，学習塾など） 正職員
国立大学法人広島大学理学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学工学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

広島県教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)
福岡県教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 臨時的任用教員（常勤）

広島市教育委員会 学校教育（学校，幼稚園など） 教員(正規)

東都電気株式会社 情報通信業（情報サービス） 正職員
株式会社 大都技研 製造業（業務用機械器具(事務用･精密･医療用機械器具）） 正職員
株式会社 もみじ銀行 金融業（銀行） 正職員

学校法人呉武田学園　呉港高等学校 学校教育（学校，幼稚園など） 臨時的任用教員（常勤）

広島土砂コミュニティサポート その他のサービス業（その他の事業サービス業）

国立大学法人広島大学理学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

題 目

題 目

題 目

国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

進路先名 業種小分類名 雇用形態
株式会社 万惣 小売業（各種商品（百貨店･スーパー)） 正職員

国立大学法人広島大学教育学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
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表2-2-48　総合物理プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2.8 2.5 2.3 2.8 3.5 3.8
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2 1.7 1.7 1.7 3.7 3.3
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム

 部局
 全学
 本プログラム

 部局
 全学

表2-2-49　総合物理プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 2 0 0 0 0 1 3
平年25年度 0 0 0 0 0 0 0
平年26年度 5 0 0 0 0 0 5

表2-2-50　総合物理プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
博士課程前期 2
その他 1

平成26年度
進路区分 人数

博士課程前期 5

表2-2-51　自然環境科学プログラム特別研究題目
平成24年度

・シロバナルーピンの混植がトウモロコシのリン吸収に及ぼす影響
・新しい細胞壁特性の測定方法の開発
・環境によって異なる果実の熟度進行の非破壊振動測定
・平成24年7月阿蘇周辺で発生した土砂災害とその誘因としての降雨についての考察
・燧灘の栄養塩分布と陸域からの栄養塩供給
・大久野島での毒ガス製造の歴史と自然環境への影響
・シロイヌナズナのリンリサイクリングに関わるトランスポーターの解析
・企業の自然環境保護に関するCSRについて―具体的事例から見る日本のCSR―
・宮島におけるシリブカガシの存続可能性
・低地熱帯林の林冠構成種の更新特性に関する研究
・厳島周辺における地形と風化との関係

・自然再生湿原の水位と植物の動態からの事業評価
・阿蘇の文化的景観を構成する草ˎ 動態原ȵ ・環境る果実ė ý に 草 ᶡ 動 細胞 ロ¹
・環境カすコグ存 の動 に
・シ24年7
す る 研 究

・
̾
・ シ ロ に お ɢ る 地 形 ブ ェ



・ヤマモガシ科植物のリン栄養応答の解析
・大気中における多環芳香族炭化水素の測定および動態解析
・土砂災害の誘因である近年の豪雨についての考察

平成26年度

・平成26年8月豪雨によって発生した広島土砂災害と復旧および住民の体験談に関する考察
・遺伝子に刻まれたビロウの歴史－九州・四国に点在するビロウ集団はいかにして成立したのか－
・広島県宮島における7年間の常緑広葉樹林の植生変化
・岡山県落合地域における風化と谷地形の形成
・ミャンマー農村地域における人の営みと生物多様性の関連性-植物の生理生態的機能タイプの考察-
・山形赤米のもつ高いリンリサイクリング能の解析
・東北大地震津波によって被災した水道水源地下水の影響評価とレジリアンス解析
・芳香族カルボン酸溶液を用いた高感度化学線量計の開発
・ミャンマー農村地域におけるタケと生物多様性保全との関係
・たたら製鉄に使用されたと考えられる砂鉄の鉱物学的考察-北広島町と奥出雲町の砂鉄の比較-
・広島県宮島の常緑広葉樹林における生態系純生産量の時空間変動と環境要因との関係
・大気中における粒子態多環芳香族炭化水素（PAHs）の挙動の解析

表2-2-52　自然環境科学プログラム　到達目標型教育プログラム評価アンケート評価点

1 2 3 4 5 6
 本プログラム 2 2.3 2.1 2.4 3 2.6
 部局 2.3 2.4 2.3 2.4 2.8 2.7
 全学 2.3 2.4 2.4 2.3 2.8 2.7
 本プログラム 2 2 2.1 2.6 2.9 2.6
 部局 2.2 2.3 2.4 2.2 3 2.6
 全学 2.4 2.4 2.4 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 3 3 2.6 2.8 3 2.8
 部局 2.5 2.6 2.5 2.3 3 2.7
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7
 本プログラム 1.9 2.1 2.4 2.4 2.8 2.6
 部局 2.4 2.3 2.4 2.3 2.9 2.8
 全学 2.5 2.5 2.5 2.4 2.9 2.7

表2-2-53　自然環境科学プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年24年度 2 1 0 0 13 1 17
平年25年度 2 0 3 0 11 1 17
平年26年度 3 2 0 0 7 0 12

表2-2-54　自然環境科学プログラム卒業生の就職・進路状況
平成24年度

進路区分 人数
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(国家) 1
公務員(国家) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
自営(起業を含む) 1
博士課程前期 2
博士課程前期 1
その他 1

平成25年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1

年度 前後期 対象
質　問　項　目

題 目

就職
(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態
株式会社 フタバ図書 小売業（その他） 正職員

平成24年度

前期

後期

平成25年度

前期

後期

年度
進学

教員

井上特殊鋼株式会社 卸売業（建築材料，化学・鉱物・金属材料等） 正職員
株式会社 伊予銀行 金融業（銀行） 正職員
バイエル薬品株式会社 製造業（化学工業，医薬品を含む） 正職員

株式会社 エヌ・ティ・ティ・ドコモ 情報通信業（通信） 正職員
株式会社 ACN中国 卸売業（各種商品(総合･貿易商社）) 正職員
パシフィックコンサルタンツ株式会社 専門・技術サービス業（建設･機械設計） 正職員

福井県 公務（地方公務） 正職員
宮崎県 公務（地方公務） 正職員
広大入試問題研究所 学習支援業（社会・職業教育，学習塾など）

株式会社 エブリイ 小売業（各種商品（百貨店･スーパー)） 正職員
財務省中国財務局 公務（国家公務） 正職員
国土交通省中国運輸局 公務（国家公務） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態
西日本フード株式会社 卸売業（飲食料品） 正職員
株式会社 アルティスタティラーレ その他のサービス業（職業紹介・労働者派遣業） 正職員

国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学生物圏科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

日本テクノ株式会社 卸売業（電気・機械器具） 正職員
三菱食品株式会社 卸売業（飲食料品） 正職員
双日株式会社 卸売業（各種商品(総合･貿易商社）) 正職員

・地下水中の酸素安定同位体比および硝酸態窒素濃度の季節変化－岩盤地下水による希釈と脱窒過程を考慮し
て－
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一般企業 1
一般企業 1
公務員(国家) 1
公務員(国家) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
修士課程 1
修士課程 1
修士課程 1
博士課程前期 2
その他 1

平成26年度
進路区分 人数

一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
一般企業 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
公務員(地方) 1
博士課程前期 3
博士課程前期 2

表2-2-55　自主編成プログラム特別研究題目
平成24年度

・卒業生なし

平成25年度

・卒業生なし

平成26年度

・日本の政府開発援助の有効性に関する研究
・東広島市の国際化推進－東広島市国際化推進プランからみた現状と課題－

表2-2-56　自主編成プログラム卒業生の進路状況（人）

自研究科 他研究科 他大学
平年26年度 0 1 0 0 1 0 2

表2-2-57　自主編成プログラム卒業生の就職・進路状況
平成26年度

進路区分 人数
一般企業 1
博士課程前期 1

株式会社 荏原製作所 製造業（はん用機械器具(ボイラ･一般産業用機械器具)） 正職員
積水ハウス株式会社 建設業（総合工事業（総合建設・土木工事)） 正職員
財務省中国財務局 公務（国家公務） 正職員

進路先名 業種小分類名 雇用形態

東京大学理学系研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
東京大学環境科学院 学校教育（学校，幼稚園など）
学校法人北海道大学環境起学専攻 学校教育（学校，幼稚園など）

財務省中国財務局 公務（国家公務） 正職員
広島県 公務（地方公務） 正職員
鹿児島県 公務（地方公務） 正職員

株式会社 IHI 製造業（自動車，輸送機械器具） 正職員
国立大学法人広島大学社会科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

年度
進学

教員
就職

(教員以外) その他 計

進路先名 業種小分類名 雇用形態

鈴鹿市 公務（地方公務） 正職員
国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
国立大学法人広島大学生物圏科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）

三菱電機株式会社 製造業（電気機械器具） 正職員
広島市 公務（地方公務） 正職員

題　　　　　　目

題　　　　　　目

題　　　　　　目

兵庫県 公務（地方公務） 正職員

株式会社 りそな銀行 金融業（銀行） 正職員
八千代エンジニヤリング株式会社 専門・技術サービス業（建設･機械設計） 正職員
中国木材株式会社 製造業（木材・木製品） 正職員

国立大学法人広島大学総合科学研究科 学校教育（学校，幼稚園など）
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表 2-2-58-1 自己点検評価結果 （10 プログラムの平均) 

基準 平成 23 年度 

（参考） 

平成 24 年度 

基準 1-1 3.5  3.7 

基準 2-1 3.4  3.5 

基準 2-2 3.7 3.7 

基準 3-1 3.5 3.8 

基準 3-2 3.7  3.8 

基準 4-1 3.2 3.1 

基準 4-2 3.7  3.5 

基準 5-1 3.4  3.4 

基準 5-2 3.6  3.5 

基準 6-1 3.3  3.4 

基準 6-2 3.5 3.5 

基準 7-1 3.4  3.6 

基準 8-1 3.4  3.5 

基準 9-1 3.5 3.7 

基準 10-1 3.2 3.4 

基準 11-1 4.0 4.0 

基準 12-1 1.6 1.6 

基準 13-1 2.9 3.0 

基準 13-2 3.7 4.0 

基準 13-3 4.0  4.0 

基準 14-1 3.7 3.6 

基準 14-2 3.4  3.1 

基準 12-1 および 13-1 は 3 段階評価，基準 14-2 は 5 段階評価，それ以外は 4 段階評価。 

 

基準 1 授業の設計とシラバス記載について 

基準 2 授業の実施について 

基準 3 成績評価について 

基準 4 単位の実質化について 

基準 5 各科目における到達度評価結果について 

基準 6 授業評価アンケートに対する自己点検と改善策の検討および公開について 

基準 7 平均評価点（GPA）に基づいた主専攻プログラムの点検・評価について 

基準 8 プログラム到達度評価結果に基づいた主専攻プログラムの点検・評価について 

基準 9 プログラムの到達度評価の実施について 

基準 10 学生の自己評価に基づいた教育効果の確認について 

基準 11 進級や卒業に基づいた教育状況の確認について 

基準 12 外部関係者によるプログラムの評価と改善について 

基準 13 学生へのプログラム説明と学生の指導について 

基準 14 ファカルティ・ディベロップメント (FD) について 
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表 2-2-58-2 自己点検評価結果 （10 プログラムの平均) 

基準 平成 25 年度 平成 26 年度 

 総合科学 

プログラム 

基準 1-1 4.20 4.10 5.00 

基準 1-2 5.00 5.00  

基準 2-1 5.00 5.00  

基準 2-2 5.00 5.00  

基準 3-1 4.67 4.70  

基準 3-2 4.90 4.90  

基準 3-3 4.00 4.20  

基準 4-1 2.00 3.00  

基準 4-2 5.00 5.00  

基準 5-1 4.50 4.50 5.00 

基準 5-2 3.90 3.90 5.00 

基準 6 5.00 5.00  



表 2-2-59 平成 25 年度 学士課程教育における自己点検とその改善に関する年次報告書 

 

自己点検・評

価単位 

基準 

1-1 

基準 

1-2 

基準 

2-1 

基準

2-2 

基準

3-1 

基準

3-2 

基準

3-3 

基準 

4-1 

基準 

4-2 

基準

5-1 

基準 

5-2 

基準 

6 

学部  5 5 5    2 5   5 

地域文化 

プログラム 
5    5 5 3   5 5  

社会文化 

プログラム 
5    5 5 4   4 3  

人間文化 

プログラム 
4    4 5 4   4 3  

言語文化 

プログラム 
5    5 5 5   5 4  

行動科学 

プログラム 
3    4 5 4   4 3  

スポーツ科学 

プログラム 
4    5 5 4   4 4  

生命科学 

プログラム 
4    4 5 4   5 4  

数理情報科学 

プログラム 
4    5 5 5   5 4  

総合物理 

プログラム 
4    

該当

なし 
4 2   4 4  

自然環境科学 

プログラム 
4    5 5 5   5 5  

すべて 5段階評価。  

 

基準 1：教育実施体制 

基準 1－1 教育組織と活動 

基準 1－2 学生の受入と支援 

基準 2：教育内容と方法 

基準 2－1 教育課程と内容 

基準 2－2 卒業認定と学位 

基準 3：学習成果 

基準 3－1 教育の効果 

基準 3－2 教育研究活動 

基準 3－3 進路 

基準 4：施設・設備及び学生支援 

基準 4－1 支援体制 

基準 4－2 支援の内容 

基準 5：内部質保証システム 

基準 5－1 自己点検・評価 

基準 5－2 教育の質の改善 

基準 6：教育情報等の公表 
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表 2-2-60 平成 26 年度 学士課程教育における自己点検とその改善に関する年次報告書 

すべて 5段階評価。 

 

基準 1：教育実施体制 

基準 1－1 教育組織と活動 

基準 1－2 学生の受入と支援 

基準 2：教育内容と方法 

基準 2－1 教育課程と内容 

基準 2－2 卒業認定と学位 

基準 3：学習成果 

基準 3－1 教育の効果 

基準 3－2 教育研究活動 

基準 3－3 進路 

基準 4：施設・設備及び学生支援 

基準 4－1 支援体制 

基準 4－2 支援の内容 

基準 5：内部質保証システム 

基準 5－1 自己点検・評価 

基準 5－2 教育の質の改善 

基準 6：教育情報等の公表 

自己点検・評

価単位 

基準 

1-1 

基準 

1-2 

基準 

2-1 

基準

2-2 

基準

3-1 

基準

3-2 

基準

3-3 

基準 

4-1 

基準 

4-2 

基準

5-1 

基準 

5-2 

基準 

6 

学部  5 5 5    3 5   5 

総合科学 

プログラム 
5         5 5  

地域文化 

プログラム 
5    5 5 3   5 5  

社会文化 

プログラム 
5    5 5 4   4 3  

人間文化 

プログラム 
4    4 5 4   4 3  

言語文化 

プログラム 
4    5 5 4   5 4  

行動科学 

プログラム 
3    4 5 4   4 3  

スポーツ科学 

プログラム 
4    5 5 4   4 4  

生命科学 

プログラム 
4    4 5 4   5 4  

数理情報科学 

プログラム 
4    5 5 5   5 4  

総合物理 

プログラム 
4    5 4 5   4 4  

自然環境科学 

プログラム 
4    5 5 5   5 5  
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表2-2-61　各プログラム・探究領域所属学生数一覧

4年次（過年度生含む）
総合科学部総合科学科地域科学プログラム 1
総合科学部総合科学科地域文化プログラム 28
総合科学部総合科学科社会文化プログラム 20
総合科学部総合科学科人間文化プログラム 15
総合科学部総合科学科言語文化プログラム 17
総合科学部総合科学科行動科学プログラム 28
総合科学部総合科学科スポーツ科学プログラム 22
総合科学部総合科学科生命科学プログラム 5
総合科学部総合科学科数理情報科学プログラム 9
総合科学部総合科学科総合物理プログラム 11
総合科学部総合科学科自然環境科学プログラム 15
総合科学部総合科学科オプショナル・インテグレーション(自主編成)プログラム 1
総合科学部総合科学科総合科学プログラム 4
計 176

3年次
人間探究領域　言語コミュニケーション授業科目群 11
人間探究領域　人間文化授業科目群 3
人間探究領域　人間行動科学授業科目群 24
人間探究領域　スポーツ健康科学授業科目群 10
自然探究領域　数理情報科学授業科目群 11
自然探究領域　物性科学授業科目群 2
自然探究領域　生命科学授業科目群 18
自然探究領域　自然環境科学授業科目群 18
社会探究領域　社会フィールド研究授業科目群 11
社会探究領域　越境文化授業科目群 4
社会探究領域　現代社会システム授業科目群 20
社会探究領域　地域研究授業科目群 3
計 135

2年次
人間探究領域　言語コミュニケーション授業科目群 9
人間探究領域　人間文化授業科目群 10
人間探究領域　人間行動科学授業科目群 30
人間探究領域　スポーツ健康科学授業科目群 15
自然探究領域　数理情報科学授業科目群 5
自然探究領域　物性科学授業科目群 6
自然探究領域　生命科学授業科目群 19
自然探究領域　自然環境科学授業科目群 13
社会探究領域　社会フィールド研究授業科目群 12
社会探究領域　越境文化授業科目群 4
社会探究領域　現代社会システム授業科目群 15
社会探究領域　地域研究授業科目群 1
（休学中のため未決定） 2
計 141
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第３節 学生支援（留学・生活・就職など） 

 

１. 現状の説明 

 学生の留学などの海外派遣については，国際交流委員会が中心となって，学生交流，広

報等の体制を整えてきた。その結果，短期交換留学プログラム，語学留学・研修プログラ

ム，留学生交換支援制度及び私費留学により海外に留学する学生の人数は，平成 24～26

年度にかけて増加傾向にある。過去３年間の状況は，表 2-3-1 のとおりである。 

 

  表 2-3-1 海外留学派遣状況（平成 24～26 年度） 

年度 
短期交換留学

プログラム 

語学留学・研修

プログラム 
私費留学 計 

平成 24 年度 7 33 6 46 

平成 25 年度 9 38 4 51 

平成 26 年度 10 57 4 71 

 

学生生活支援について，本学部では，チューター制度を整備し，生活・学習全般につ

いて支援を行っている。年度当初に，学年別ガイダンスを実施し，学習・生活面につい

て指導を行っている。さらに，各チューターには，前後期の年２回，学生指導及び面談

の結果を「学生指導記録」として提出することが義務づけられている。平成 26 年度から

は，「eポートフォリオ」（総合科学部チューター面談システム）を導入し，「学生指導記

録」の電子化を行っている。「学生指導記録」を電子化することで，関係教員間で緊密な

情報の共有を図ることが可能となった。成績，出席状況や面談結果などから，問題を抱

える学生については，保健管理センター，アクセシビリティセンター等とも連携を図っ

てきめ細かな対応を行っている。 

広島大学では，平成 23 年度から新入生・在学生に対して規範教育を実施している。そ

の一環として，平成 25 年度から前後期の年２回，規範意識に関する学生との意見交換会

を開催している。前期には，全学の「規範意識等に関する学部等学生との意見交換会」

が開催され，本学部からは毎年２名の代表者が参加している。後期には，本学部内で意

見交換会が開催され，平成 25 年度には９名，平成 26 年度には 13 名の学生の参加があっ

た。意見交換会では，未成年の飲酒，飲酒運転，専有離脱物横領など様々なテーマに沿

って，規範意識について意見交換と活発な討論が行われ，学生の規範意識の向上が図ら

れている。 

就職支援については，新入生に対するオリエンテーションの一環として，広島大学グ

ローバルキャリアデザインセンター講師によるキャリアガイダンスを実施し，２, ３年

次生向けの学年別ガイダンスでは，就職情報会社や外部講師による就職・キャリアガイ

ダンスを行っている。さらに，本学部独自の就職・キャリアガイダンスを年 15 回ほど開

催し，就職情報関連企業による就職情報の提供，就職活動支援に関する講座，外部講師

によるビジネスマナー講座，面接試験対策講座，就職内定者による就職活動体験報告会

などを実施している（表 2-3-2）。この就職・キャリアガイダンスは，学生が参加しやす
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いように，専門授業が少ない水曜日の７, ８時限に開催している。 

 

  表 2-3-2 就職・キャリアガイダンス実施状況 

平成 24 年度 

6 月 26 日 就職準備スタート講座 

7 月 13 日 理系学生対象就活講座 

7 月 16 日 理系学生のための就職ガイダンス 

9 月 24 日 就職面接試験対策講座 

9 月 28 日 就職対策講座（エントリー，自己分析） 

10 月 24 日 就職面接試験対策講座 

10 月 31 日 就職対策講座（企業研究，エントリー） 

11 月 7 日 就職対策講座（エントリーシートの書き方） 

11 月 9 日 就職対策セミナー 

11 月 21 日 就職面接試験対策講座 

11 月 28 日 第 1回就職内定者による就職活動体験報告会 

12 月 7 日 企業説明会（株式会社クボタ） 

12 月 9 日 第 2回就職内定者による就職活動体験報告会 

12 月 12 日 砂防行政関係就職ガイダンス 

12 月 19 日 就職面接試験対策講座 

1 月 16 日 企業説明会（NEC） 

1 月 24 日 企業説明会（パナソニック） 

2 月 13 日 企業説明会（アンデルセングループ） 

平成 25 年度 

6 月 19 日 就職活動スタート講座 

7 月 3 日 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（1） 

〃 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（2） 

7 月 10 日 企業説明会（WDB 株式会社） 

9 月 30 日 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（3） 

〃 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（4） 

10 月 16 日 就活対策講座 

11 月 13 日 就活実践＆エントリーシート対策講座 

11 月 20 日 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（5） 

〃 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（6） 

11 月 27 日 第 1回就職内定者による就職活動体験報告会 

〃 キャリアアップセミナー 

12 月 4 日 第 2回就職内定者による就職活動体験報告会 

12 月 11 日 砂防学会による就職セミナー 

1 月 15 日 企業説明会（NEC） 

 

 

 

6 月 18 日 インターンシップ講座 

7 月 2 日 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（1） 

〃 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（2） 
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平成 26 年度 

9 月 30 日 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（3） 

〃 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（4） 

10 月 8 日 就活後期スタート講座 

11 月 12 日 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（5） 

〃 就職面接試験講座：ビジネスマナー講座実践編（6） 

11 月 19 日 就職筆記試験対策講座 

11 月 26 日 第 1回就職内定者による就職活動体験報告会 

12 月 3 日 第 2回就職内定者による就職活動体験報告会 

12 月 10 日 就職面接試験対策/グループディスカッション 

12 月 12 日 国家公務員試験総合職説明会 

12 月 18 日 就活準備講座 

2 月 10 日 本格スタート講座 

〃 企業説明会（NEC） 

〃 業界セミナー（三菱マテリアル） 

2 月 26 日 業界セミナー（ジャステック） 

3 月 13 日 業界セミナー（日立製作所） 

 

以上の就職支援は，平成 24 年度までは就職委員会が中心となり企画・実施されてきた

が，平成 25 年度からは，学部再編に伴い，教育領域委員会にその役割が統合された。委

員の就職担当を中心に，学生のキャリア，就職に対する意識，関心を高めるとともに，

サポートを行っている。また，学生の就職，進路状況の把握に努め，学生の進路指導や

情報提供を行っている。 

会社案内や求人等の情報提供も重要な就活支援活動である。事務棟１階にある学生ロ

ビーを有効活用し，学生生活の身近なところに就職情報やキャリア関係情報を閲覧でき

るスペースを提供するとともに，求人情報や会社説明会の情報については，電子掲示板

「My もみじ」を利用した迅速な情報提供に努めている。 

 

表 2-3-3 に平成 24～26 年度卒業生の就職・進学状況を示した。卒業生数は学年定員と

ほぼ同数の 130 名前後である。そのうちの６～７割程度の学生が就職を希望し，２～３

割の学生が進学を希望していることがわかる。就職希望者に対する就職率を３年間で平

均すると，約 96％になる。進学希望者に対する進学率は 100％であり，希望者全員が進

学を果たしている。 

なお，表 2-3-3 にあげた希望者数は，最終学年での就職・進学希望者数を集計したも

のである。 
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表 2-3-3 平成 24～26 年度卒業生 就職・進学率 

 

 

２. 点検・評価 

（１）効果があがっている事項 

国際交流委員会を中心に広報を行った結果，短期ではあれ海外で研鑽を積む学部生

が着実に増加している。 

年２回行っている就職内定者による就職活動体験報告会では，「身近な先輩の体験談

を直接聞くことで就職活動のイメージができた」，「自分のすべきことが見えた」，「参

加してよかった」等の感想があり，おおむね好評である。このような支援活動が，就

職率の高さにつながっていると考えられる。 

 

（２）改善すべき事項 

海外留学派遣において，大学間及び部局間の国際交流協定締結に基づく学生交流を

進めているが，まだ交流人数の実績が少ない。今後，より多くの学生交流が生まれる

ようにすることが課題である。新たな協定校を増やし，学生交流体制の整備を一層進

めることにより，より多くの学生派遣が実現できるように取り組む必要がある。 

 

３. 今後の方針（改善すべき事項について） 

 学生の留学・生活・就職などの面における支援活動については，おおむね問題なく対

応してきた。一方で，学生の海外派遣に関しては，今後様々な希望が出てくると思われ

るので，国際交流委員会において今後とも的確かつ柔軟に対応していきたいと考える。 

学生生活支援については，平成 26 年度から導入された「eポートフォリオ」による情

報の共有化を関係教員間で徹底し，問題を抱える学生がいた場合への対応を素早く行う

必要がある。また，毎年度２回行われる規範意識に関する学生との意見交換会は，参加

学生が増えているもののまだ十分とは言えない。討論に参加することで規範意識の向上

が期待できるので，引き続き学生の参加を促していきたい。 

就職支援関連では，就職ガイダンスの定期的な開催を継続していくとともに，学生の

ニーズや社会情勢の変化に応じたガイダンスを企画し，学生のキャリア設計へのさらな

る意識向上を図る。就職活動スケジュールの見直しが度々検討される昨今，学生に必要

な情報の迅速な提供にも努めていく必要がある。 

  

対希望者 対卒業生 対希望者 対卒業生
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